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たいへんおくれましたが,所報第 9号を発行することになりました.こ れは昭和35年 1)6よ び36年の所報

を別々に刊行の予定でしたが,い ろいろの事情でのびたため,両年の業務の概要を一冊に合併したもので

あります.

ここでお断わりしておかなければならないことは,本号から所報の編輯様式がすこしかわったことであ

ります。すなわちこれまでその年の業務ならびに調査研究の概要をまとめて所報として刊行してきました

が,こ の様式では逐年ふえてゆく研究成果を充分紹介することができないので,別に研究所研究報告を刊

行して調査・研究のみを発表することになりました.したがって所報は本号から業務報告を主とし,調査

研究は抄録にとどめました.こ のようなことは当所の発展過程の一時代を画するもので,所員一同ととも

に喜びまた重い責任を感ずるものであります。

次に特筆すべきことは,福岡県が全国一の患者を出した昭和36年の小児まひの全国的流行の際に,弱毒

ポリオウイルスワクチン研究協議会疫学部福岡県委員会が設けられ,当所もワクチンの試験投与ならびに

行政投与に参加し,原液の保管,希釈および配給を分担して無事責任を果たしました.そ うしてこの年ウ

ィルス検査室を整備していただきました.おかげでウィルス検査室もインフルエンザの検査に間にあう程

度にすぎなかったのですが,ポ リオ検査も充分可能な施設となfり ました。県当局の絶大な御援助に謝意を

表する次第であります.

そのほかこの両年を通じ各種の調査委託業務が増加していること,お よび昭和36年 9月 ソ聯の核爆発実

験の再開に伴って,陸水,食品の放射能値は増加の傾向にあったことなどが特徴的なことでありました。

所報第 9号の刊行にあたり,平素非常な御支援と御協力をいただいている県当局,衛生部,各保健所な

らびに関係各位に衷心感謝申しあげます.また所員各位のなみなみならぬ労苦を謝し,一層の努力を希望

いたします。

昭 和 39年 7月 15日

福 岡 県 衛 生 研 究 所 長

真   子 憲   治
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庶   務   課

福岡県行政組織規則に規定されている恒常的所掌事務のほかに科学技術庁委託の放射能測定調査業務な

らびに建設省九州地方建設局委託の遠賀川水系水質調査業務関係事務が追加されたが,他に臨時的業務な
どのない平常の年度であった・                  (庶 務課長  原   義 正)

庶 務

機構と定員現員 本研究所の機構と所掌事務については昭和25年 2月 23日 に制定された福岡県衛生研究
所庶務規程に基づいてきたが,昭和34年 12月 15日福岡県行政組織規則が公布されたので同日より本規則に

準拠して所務が運営され現在に及んでいる.次に福岡県行政組織規則 (昭和34年 12月 15日公布)よ り関係
分を転載する (福岡県人事例規集 16 組織等 486ノ 9～486ノ 10).

第二款 衛生研究所
(名称、内部組織及び位置)

第百二十三条 福岡県衛生研究所設置条例 (昭和二十四年福岡県条例第七十五号)第一条の規定により
設置された衛生研究所の名称、内部組織及び位置は、次のとおりである。

(役付職員) 名 称 位 置

第百二十四条 衛生研究所に所長を、同
所の各課に課長を置く°           福岡県衛生研究所 福岡市薬院堀端

2 前項に規定するもののほか衛生研究
所に専門研究員を、同所の庶務課以外の各

課に研究員を置く。

(所掌事務)

第百二十五条 衛生研究所の各課ごとの所掌事務は、つぎのとおりとする。
一 庶務課
イ 庶務に関すること。
口 会計に関すること。
二 細菌課
イ 各種伝染病の病原菌及び食中毒の検査及び調査研究に関すること。
ロ リケッチャ、ヴィールス等の検査及び調査研究に関すること。
ハ 血清学的診断及び調査研究に関すること。
二 消毒薬の効力試験及び調査研究に関すること。
ホ 生物学的製剤の製造及び調査研究に関すること。
へ 臨床一般検査に関すること。
三 衛生生物課
イ 食品の細菌学的検査及び調査研究に関すること。
口 環境の細菌学的及び微生物的検査並びに調査研究に関すること。
ハ 寄生虫原虫、ねずみ族及び衛生こん虫の検査並びに調査研究に関すること。
二 獣疫検査及び調査研究に関すること。
ホ 殺虫剤駆除剤等の効力試験及び調査研究に関すること。
へ 梅毒血清診断補体結合反応に関すること。
四 化学試験課
イ 医学的、毒物劇物及び化粧品の試験並びに調査研究に関すること。

課

課

課

課

物

験

務
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庶

細
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化
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口 食品の理化学的試験及び調査研究に関すること。
ハ 環境の理化学的試験及び調査研究に関すること。
二 温泉検査及び調査研究に関すること。
ホ 臨床の理化学的試験及び調査研究に関すること。
なお,当所の機構に関しては,福岡県衛生研究所内規により各課に次の係を置いている.

昭和35年における本所の定員,現員および職員の配置は表 1, 2に 示すとおりである.

表  1 福岡県衛生研究所内機構

課 月」 係 男」

課

課

課

　

課

物
　
　
験

務

菌

生

　

試

生
　
　
学

庶

細

衛

　

化

庶務係,経理係
ウィルス係,細菌係,培地係

食品・獣疫係,血清学的検査係,寄生虫・

臨床検査係,衛生昆虫検査係
食品・薬品試験係,水質化学試験係,環境
衛生試験係

表 2 年 度 別 職 員 定 員 現 員

職 月U

年 度 男」

32 33 34 35

定員  現員   定員  現員   定員  現員   定員  現員

38

２

‐４

３

‐５

２

０

１

３７

務

術

補

補

士

員

員

務

事

師

缶

用

務

計

生

事

技

主

技

汽

衛

用

吏

員

　

雇

員

39

表 3職 員 配 置 (昭和35。 12.31現在)

職 月U

課 男」 単純労務職員

汽缶士 冨務費 用務員

計

所長  課長  研究員  主事  技師  技師補

所     長
庶  務  課
細  菌  課
衛 生 生 物 課

化 学 試 験 課

計 4 5 2

″ゝ                 二:ユ

=                  
百1

本年度の歳入歳出決算額と過去 3年の歳入歳出決算額との比較調べは表 4, 5に示すとおりである。歳

1 1
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入は前年度より手数料について約23万円の増収となっているが委託費は約34万円の減収である.な お人件

費の膨脹に伴う県費の繰入金が増大して約670万円となった。歳出は前年度に比し, 人件費が急激に増大

し,約 649万円の支出増となったが,事業費においては, 前年度と大差なく,わずかに備品費が若干の支
出増となっているに過ぎない。

次に,本年度における委託調査業務関係費を表 6, 7に示す.

表 4年 度 別 歳 入

年 度 男」

科 目
32 33 34 35

所

事

の

県
　
計

究

生

他

研

衛

の

生

健

４

衛

保

そ

純

手 数 料
業 委 託 金

収  入
費

8,968,578

833,200

196,790

5,430,729

6,278,905

1,109,000

235,680

8,919,615

6,726,555

866,000

4,226

9,419,273

6,953,803

527,000

27,360

16,198,934

23,707,09715,429,297 16,543,200 17,016,054

表 5年 度 別 歳 出 覧

年 度 男」

区 分
32 33 34 35

県

庁

費

給

料

当

員

　

手

計

吏

給

諸

2,102,604

3,423,800

3,048,213

8,574,617

269,280

161,100

148,500

1,245,100

200,200

16,000

1,784,300

810,000

80,400

98,000

387,000

1,006,100

648,700

0

6,854,680

15,429,297

3,497,300

2,458,200

4,095,200

10,050,700

346,100

176,700

191,300

1,291,600

215,900

13,000

1,196,500

809,800

88,400

12,000

373,080

1,225,000

553,120

0

6,492,500

3,938,960

2,896,150

3,878,344

10,713,454

395,700

176,900

243,900

1,348,400

200,600

10,000

1,175,500

1,005,400

153,500

0

479,000

530,000

578,700

5,000

6,302,6oo

9,785,369

1,578,156

5,840,488

17,204,013

453,860

162,885

263,797

1,155,272

223,200

14,852

1,142,850

1,021,804

138,694

0

422,564

999,960

501,845

1,500

6,503,084

衛

生

研

究

所

費

旅        費

職 員 手 当

賃        金

消 耗 品 費

燃    料    費
食    糧    費
印 刷 製 本 費

光 熱 水 費

通 信 運 搬 費

手    数    料
修    繕    料
備    品    費
原 材 料 費

負 担 金 補 助 0交 付 金

計

総    計 16,543,200 17,016,054 23,707,097

覧
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表 6  放 射 能 測 定 調 査 委 託 費 (科学技術庁)

年 度 男」

区 分
32 33 34 35

運

品
　
　
計

熱

材

旅

賃

消

印

光

通

備

原

耗

刷  製

信

42,080

48,150

84,190

3,000

0

6,000

649,500

0

833,280

97,000

110,000

39,680

20,000

0

10,000

360,000

20,320

732,000

110,000

150,000

80,000

1,500

16,500

4,000

0

20,000

382,000

86,000

165,000

62,000

5,000

6,000

9,000

0

18,000

351,000

本

水

搬

費

金

費

費

費

費

費

費

表 8 年 度    別

年

検 査 項 目 31

有 料  無 料   計

動 物
そ  の
の

急

性

伝

染

病

　

そ

細
菌

ｏ
血
清
学
的
検
査

塗 抹 鏡 検

培 養 検 査 {雪  の ・ 厄

血清学的検査 {霜 体令吉fi反億

71

試 験
他

他

結
　
核

塗 抹 鏡 検

培 養 検 査

化学療法剤に対する耐性検査

246

2,485

219

246

2,485

219

検鏡

梅   ワッセルマン反応

毒 沈 降 反 応

緒  方  法
微研法(プ ラウニング谷口変法)

そ  の  他
凝  集  法
ガ ラ ス 板 法

カルデオライピンカーン法(標準法)

そ  の  他

1,369

1,488

1,234

1,490

1,235

2     1,371

検

査

鏡

検

抹

養

塗

培

淋

病

軟性下府菌検査

虫

ア

他

生

ラ  リ

寄

マ

そ

・
原
虫

寄
生
虫

1,055

51

1,055

の

51
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表 7  遠 賀 月1水 系 水 質 調 査 委 託 費 (九州地方建設局)

年 度 男」

区 分
32 33 34 35

費

金

費

費

費

費

費

費

口
田

料

製
　
　
運
　
　
計

耗

熱

材

旅

賃

消

燃

印

光

通

原

用」

信

本

水

搬

料

58,900

24,500

169,200

14,600

3,000

0

4,000

102,000

376,200

54,000

55,000

205,200

26,000

3,000

2,100

0

138,900

484,200

24,000

33,000

85,000

0

0

0

500

33,500

176,000

試    験 検 査 覧

度 男U

32 33 34

有 料 無 料 計 有 料 無 料 計 有 料 無 料 計  有 料 無 料  計

2

1,369

13

58

4

76

22

20

151

7

173

6

1,445

35

78

151

1,777

6

179

97

10

519

22   3,286

95     535

3,308

630

(736)

5,517

3,548

11

40

126

(736)

5,642

6              2

956   2,024   6,002   8,

110     10     17

83      84      10

519             154

13

73

160

2,135

395

160

2,135

395

56

1,670

636

87     143

91   1,761

40    676

72

1,696

248

72

86   1,782

248

51

1,694

151

27

51

1,721

151

920

1,029

714

1,029

714

754

416

1

314

314

1,084

846

920     600 600    658 658

288   1,233

288     913

1

827   2,836     150   2,986   1,499 1,499     7,003 7,003

35

630
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表 8 年   度   別

年

検 査 項 目 31

有 料  無 料   計

応

他

自

澄

他

査

型

検

反
　
　
　
　
　
　
勺

の

　

　

の

筆

液

血

　

　

　

　

や月液

潜

そ

蛋

沈

そ

血

血

屎

血
　
液

臨
床
検
査
（細
菌

・
血
清
学
的
検
査
を
除
く
）

r

尿

|

脳 脊 髄 液

そ  の  他

赤血球沈降反応

医 化 学 反 応

そ  の  他
340

食
　
口田
　
衛
　
生

細菌 性食 中毒

化 学 性食 中毒

細菌 学 的検査

理化学的検査(異物検査をふくむ)

そ  の  他

13

137

4,434

39

171

4,900

2

200

22

111

421

12

9

205

55

115

511

12

15

査

験

査

験

検

試

検

試

菌

学

菌

学

細

化

細

化

水
　
　
水

道水
　
　
井

環

境

衛

生
温泉(鉱泉)泉質検査

そ  の  他

薬

口
ｍ

医 薬 品 検 査

その他の薬品検査

殺菌剤効力試験

殺虫剤効力試験

駆虫剤効力試験

試 薬 品 検 査

12

栄  特殊栄養食品検査
養  そ  の  他

病理組織学的検査

そ  の  他 9 28 37

計 14,833     2,162    16,995

註:( )内 数字は委託件数を示す



一―ケー

試 験 検 査 覧  ( き)

度 月」

32 33 34 35

有 料 無 料 計 有 料 無 料 計 有 料 無 料 計  有 料 無 料  計

64 64 2

248 248

7        7
167             167

291     291

2

4      93      97 3      11 14

121

2,957

3

8     129

66   3,023

1      4

570

2,274

7     577

16   2,290

543

2,520

548

2,535

175

2,086

257

2,16515

86

125

230

732

27
1,239
(307)

158

51

190

586

4

117

156９４

３０

３

　

６４

172

13

2      62

22

17

4

45 4     49     55 1      56 2 3

12,218     941  13,159  13,477   5,350  18,827  12,443   7,275  19,718    19,691
(7,338)
6,602

(27,029)
26,293

1
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細   菌   課

当課における昭和35年の業務内容は例年のとおり各種病原体の細菌学的ならびに血清学的検 査 が主 体

で,依然として依頼検査におわれ,調査研究の余力に乏しく,今後はこの方面の比重を大にするよう努力

している。                              (細 菌課長  坂 本 サ ツ キ)

検 査 業 務

昭和35年 1ケ年間における細菌学的検査ならびにウイルス学的検査は内容および件数にいちじるしい差

異は認められないが,特に細菌学的検査のうち,糞便培養依頼検査の増加がいちじるしく,前年の依頼検

査に比べて約 2倍の件数を示した。これは最近,福岡市近郊の食品業者,給食関係業者の依頼件数が増加

したことに起因する.

1糞 便 培 養 検 査

糞便培養依頼検査の検査件数は3,548件で, うち陽性件数10件であった.また, 分離された菌の菌型は
Sん。Zι″。lb l件 ,Sん。メθ″.2a4件 ,Sん。メι″.3a4件および Sん・"ηηθグ1件

であり, 例年同様

にB群が大半を占めている。なお,陽性者は病院,学校などの給食関係者の糞便より分離されたものであ

る.                           (研 究員 西見 保之。技師補 常盤  寛)
2血 液 培 養 検 査

福岡市内の診療所および病院より依頼された敗血症疑似患者の血液をブレイン・ハー ト・ インフュジョ

ン培地に24時間培養,増菌後,た だちに同定検査を行なった.その結果は表 9の とおりである。

表 9 昭 和 35年 血 液 培 養 月 別 検 出 数

月 男」

分 離 菌
123456789101112計

検   査   数
陽   性   数
rfιηιθ

lク
″ιづJαs グ4./1zιιιηχαι

」Bαε″ιrグαηι αηグιrαιαηz

S″ψιθθθθαιS んιπθ妙万αιS
S′rcクιθεθ

“
αS 22οκんιηzοJyιたιιs

Sια′んyJθθοεαιs αα″ιαs

Sια夕んyJθεθεαιs αJιιι5

SαJ″zο′zιZJα  ι夕|クんJ

Sα′ηιο″αZα 夕α′協ιypんJ A
JlαεJ′ JJ graIIl positive

』lαθJJJJ graIII negative

表 9に見られるように Bαει″1'α″ αη″πι%′η23件検出したのは, 市内某病院の敗血症患者血液より検

出されたものである。3α 22グιπιπ夕22は例年, この病院より数件または数十件検出されているもので,日
下細菌学的立場から研究中である.    (研究員 西見保之・技師補 武井守正 0技師補 常盤 寛)
3 福岡県における赤痢菌およびサルモネラ菌の菌型ならびに薬剤耐性

昭和35年 1月 より12月 まで県下各保健所で分離された菌株の菌型決定および薬剤耐性検査依頼の総件数

は678件で, うち6o7件を同定することができた.な お,当所より依頼して分与を受けた福岡保健所の分離

９７

４８

‐

２３

５

５

４

４

１

２

１

２

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

３

　

一

　

一
　

一
　

一

　

一

　

一
　

一
　

一

３

　

一

　

一
　

一
　

１

　

一
　

一
　

１

　

一

３

　

一
　

１

　

一
　

２

　

一
　

一
　

一
　

１

２

　

一

　

一
　

一

　

一
　

１

　

一
　

一
　

１

１

　

一
　

１

　

一
　

一

　

一
　

一
　

一
　

一

１

　

３

　

一

　

一
　

一

　

一

　

一
　

一

　

一

４

１

３

１

１

一

一

一

一

２

一

一

１

一

一

一

一

一

一

一

一

１

一

一

一

一

一

３

１

一

１

一

一

１

一

一
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株126株 ,小倉南保健所の分離株14株 もあわせて検査した.各保健所別菌型については表1001に示す

表1001 昭 和 35年 保 健 所 別 菌 型

保 健 所 名

菌 型
討

小
倉
南

福
　
岡

早
良
支
所

若
　
松

山
　
門

門
　
司

宗
　
像

京
　
都

三
　
瀦

宮
　
田

直
　
方

筑
　
紫

築
　
上

粕
　
屋

添
　
田

久
留
米

黒
　
木

遠
　
賀

大
　
隈

浮
　
羽

糸
　
島

朝
　
倉

飯
　
塚

Sん。ノ
"。
la

Sん 0/Jια0 1b

Sん.夕″。2a

Sん。ノ箇。2b

Sん。ノ″.3a
Sん。ノπ。3b

Sん。ノ″.4a
Sん.ノπ。4

S″2。 ノ".6

一

１

７

一
　

１２

一
　

３９

一
　

３８

一
　

一

4 6

1 2 2

1

22   6  34   9  11 121

-  19

- 10
- 105

-  27
1 410

-―-  3

9

1

17

25

14

12 11 22

一

９

一
　

３６

３３

　

７２

一

３

一
　

２２

一

２

Sん。夕
"。 6
X

Sん。ノ算・  1 1
var.Y  エ エ

Sん。 sθκηι′    36  5

計   108 33

12  4

25 126

- 10

13 136

14 73351 11

表1001よ り各菌株中,Sん。_/7″。3a410株 (55。 9%),sん。w″ηιグ136株 (18.6%)で他菌型 より多

く検出された。なお,宮田,飯塚,糸島,門司,山門,粕屋などの各保健所から依頼された菌株が,他の

保健所からの依頼数に比べて多いのは,前記各保健所で本年,赤痢の小集団発生を認めた結果である。

表1002 地 区 別 耐 性 菌 保 有 状 況 (≧ 100mcg/ml)

保 健 所 名 件 数 SM ChI TC

８

３

１

１

５

２

７

３

０

１

７

３

６

９

５

６

２

１

２

４

２

２

３

‐３

‐０

３

５

１

１

２

３

４

４

２

２

３

３

　

２

‐２

　

　

７

１

　

　

　

貿

塚

倉

島

隈

米

田

屋

方

瀦

都

像

司

門

松

所

岡

賀

上

田

南

羽

木

紫

支

留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉

良

飯

朝

糸

大

久

添

粕

直

三

京

宗

門

山

若

早

福

遠

築

宮

小

浮

黒

筑

8(7.4)

3(9。 1)

12(23.5)

2(18.2)

0

22(100。 0)

22(59.5)

32(74.4)

19(47.5)

3(14.3)

22(81.5)

8(24.2)

0

0

3(12.0)

119(94.4)

0

0

11(15。 3)

1(7.4)
1(50。 0)

0

2(66。 7)

290(39。 6)

8(7.4)

3(9。 1)

12(23.5)

2(18.2)

0

22(100.0)

22(59。 5)

32(74.4)

19(47.5)

3(14.3)

22(81.5)

7(21.2)

0

0

2(8.0)
119(94.4)

0

0

10(13。 9)

1(7.4)
1(50。 0)

0

1(33.3)

286(39.0)

8(7.4)

2(6.1)
12(23。 5)

2(18。 2)

0

22(100。 0)

22(59.5)

31(72.1)

20(50.0)

10(47。 6)

21(77。 8)

6(18.2)

0

0

2(8。 0)

119(94。 4)

0

0

11(15。 3)

1(7.4)
0

0

1(33。 3)

290(39.6)
計

7 - 1

1
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次に,こ のようにして同定された赤痢菌733株について,各種薬剤に対する感受性を検査し,100mCg/ml

以上に赤痢菌の発育を認めたものを耐性菌とした.し たがってこの基準によって検出された耐性赤痢菌を

保健所別にみたものが表1002である.

表1002の なかで, 保健所によっては100%ま たはそれに近い値の耐性菌を検出しているが, これは前
にも述べたように赤痢の小集団発生によるものと思われる.

表1003 赤 痢 菌 の 耐 性 パ タ ン

単   斉」  耐   性 二   斉」  耐   性 三剤耐性
菌 型

SM CM TC SMoCMi   CM・ TC   SIⅣ[・ TC  SⅣ IoCM・ TC

Sん.ノ″。la

Sん。/Jι
“
。 2a

≦νたノ7ια。 2b

S′ι。ノ″。3a

Sん.ノグ.varo Y

Sん e sοκηιJ

訓`

2(0。 7)

2(0。 7)

4(1.3)

7(2.3)

1(0。 3)

2(0。 7)

10(3.3)

2(0。 7)

1(0.3)

2(0.7)

1(0。 3)

6(2.0)

1(0。 3)

1(0.3)

13(4。 3)

2(0。 7)

255(84。 4)

1(0。 3)

8(2.6)

279(93。 0)

さらに菌型別による耐性菌の分布状況をみたものが表1003である.すなわち,SM,CM,TCの 各薬
剤に感受性 (〈 100mCg/ml)を 示したものは,検査総数733件に対 し,434株 (59。 3%)であり, したがっ
て耐性菌は299株 (40。 7%)でぁった.ま た多剤耐性,単剤耐性の別では, 3剤耐性株が最も多く (93。 0
%),単剤耐性のものは14株 (SM耐性 4株, TC耐性 10株)お よび 2剤耐性のもの 7株 (SM・ CM耐性
6株,SM oTC耐性 1株)を認めている。         (研 究員 西見保之・技師補 常盤 寛)

4結 核 菌 検 査

昭和35年に依頼を受けた結核菌の検査件数および陽性件数を検査項目ごとにやや詳細に述べる.

401顕微鏡検査 顕微鏡検査件数は51件であった.染色法は主としてチール 0ネ ルゼン氏法によった。
鏡検の結果 6件の検体から抗酸菌を検出し, この成績は陽性率11.7%で例年の成績とほとんどかわらなか

った。

402培養検査 培養検査件数は1,788件であるが, これに依頼当初から耐性検査として依頼を受けたも
のを含めると1,859件 となり, このうち結核菌の発育を認めたもの197件 (10。 6%)でぁった。また結核菌
以外の抗酸菌は24件 (1.34%)であった。
403結核菌の薬剤耐性試験 薬剤耐性試験の依頼件数は71件であるが, このうち結核菌が全 く発育しな
かったものが20件あった.し たがって51件について耐性試験を行なった結果40件が耐性菌であった.

(研究員  武原 雄平)

表 1le l 結 核 菌 の 培 養 検 査 成 績

月 月」 計
検 査 結 果

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12 総数  %

788

81  4。 53

33  1.84

22  1。 23

10  0。 56

146  8.16

24  1.34

８５

６

２

４

１

‐３

１

数件

＋

＋

＝

冊

計

査検

　

陽
　
性
　
数

結核菌以外の抗酸菌
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表 1102 結 核 菌 の 耐 性 試 験 成 績

月 男」 計
依 頼 条 件

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12 総数  %

1。 4
1.4

2.8
1。 4

5.6
2.8

5。 6
2.8

5。 6
1.4

1。 4
1。 4

77.4
45.1

56.3

15.5

28。 2

８

一

一

１２

　

一
　

一

９

一

一

５

一

一

５

一

一

４

一

一

３

一

一

３

一

一

７

一

一

３

一

一

３

一

一

数

数
性

数
性

数
性

数
性

数
性

数
性

数
性

計

性

性

件
耐

件
耐

件
耐

件
耐

件
耐

件
耐

件
耐

件
　
Ｍ

　

ＡＳ

　

Ⅶ

　

¨
　
　
・・ＮＨ

　

・。ＳＭ
　
鴎
・ＮＨ

性

耐

査

Ｓ

Ｐ

Ｉ‐

Ｓ Ｍ
‘

ＰＡＳ

・Ｎ．

Ｓ Ｍ
。
…

／

１

１

１

ノ

ヽ
―

―

―

ゝ

検
　
　
一
種
依
頼
　
　
　
二
種
依
頼
　
　
依
頼

耐

非

陰

三
種

― -1-― ― ― 一 一 -1-2
--1-― ― ― 一 ― -0-1
1-一 ― ― 一 ― -21--4
0-― ― ― ― 一 -20--2
11-一 ― ― 一 ― -2--4
01-― 一 ― ― 一 -1--2
1-一 -1-― -1-1-4
1-― -0-一 -0-0-1

一
一

三一
一

一
一

ＩＩ一
一

一
一

一
一

Ｉ一
一

5ゥ イ ル ス 検 査

501イ ンフルエンザ インフルエンザの検査件数は血清学的検査,ウ イルス分離検査ともに24件であっ

型

たが,血清学的検査依頼では急性期,回復

期血清のそろったもの14件について赤血球

凝集抑制試験を実施した。

その成績は表 12に示すとおり,血清学的

検査とウイルス分離試験とが一致し,血清

学的検査で A2型と決定,ま たは疑わしい

と判定されたもののうちから3株の A2型

ウィルスを分離することができた.

(細菌課長 坂本サツキ 0技師補 武井守正)

表12 昭和35年 インフルエンザウイルスの

血清試験および分離成績

月」

血  清  検  査  ウィルス検査

件数 8< 4  4> 禁寵 件数 線毅
Ａ．
Ａ２
Ｂ

計

24

研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである。

本年度内に研究完了したもの

1)犬から分離せられた抗酸性菌に関する研究

前年度より継続しているもの

1)赤痢菌に関する研究
2)ジ フテリアに関する研究
a)ジ フテリア菌の分離培地に関する研究
b)ジ フテリアの血清学的研究
3)Bαειιr`;%解 αη″箔αιππ に関する研究

4)細菌 DNAの型質転換ならびに抗原性について

当課の研究業績のうち,昭和35年内に学会・誌上発表したものについて以下に抄録する。
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1 ジフテリア菌の分離培地に関する研究
真子憲治・坂本さつき。高橋克己 0常盤 寛 第 6回伝染病学会西日本地方会 (昭和35年 )

私共はジフテ リア菌の分離培地について,牛顎下腺 ムチンを主成分 とする分離鑑別培地を考案 したので
ここに報告する.

実験方法  1)牛 顎下腺500gの 脂肪を除 き細砕 し,1イ の水を加え一夜氷室で浸出して,そ の濾液を使
用する.2)カ ゼイン (ま たはスキムミルク)を パンクレアチンにより消化 し,そ の消化液を使用する.
3)牛顎下腺の粉末化は HammerStein法 によった.4)試 作培地の成分は次のとおりである.
牛顎下腺浸出液            300ml
消化カゼイン              100ml
プロテオーズペプトン(Difco)      10g
食 塩                2.5g
2,4-こ′―ジニトロフェノール       1。 Og
ピロニン               0。 lg

寒 天                15g

精製水                600ml

PI1 7.6

成績 牛顎下腺ムチンを主成分とする培地は, ジフテリア菌の発育を抑制することなく,48時間培養に
て不正円,鋸歯状を呈し,不透明でやや隆起してクリーム色を呈する。 また菌の形態は, かなり典型的
で,菌体の長さ,異染小体の出現率ともにレフレル血清培地に劣らない.一方鑑別の点においては, ピロ
ニン色素, 2,4_Oι _ジ ェ トロフェノールを使用した.一般に荒川培地上ではテルル酸塩の還元により集落
が黒変するため鑑別の点では容易であるとは思われないが,試作培地では,上記両者の併用により十分鑑

別ができると思われた.

なお,培地組成を簡便化する目的で牛顎下腺ムチンの粉末化を行なった。 その結果, 粉末粗製ムチン
0。 25%～0.5%の濃度でジフテリア菌の発育を認めたが,それ以下の濃度では発育しなかった.

2 細菌 DNAの 型質転換ならびに抗原性について (予報 )
真子憲治・坂本さつき 0武原雄平 第33回 日本細菌学会 (昭和35年 7月 )

各種薬剤に高濃度の耐性を示す赤痢菌から抽出した DNAに よって tranSfOrmatiOnの 実験を実施し
て報告したが, たまたま細菌の核蛋自と抗原性の関係を知るために実験を行なったところ, はからずも
DNAを 主体とする画分の中に抗体を産生する因子が含まれていることを認めたので, 今日までの成績に
ついて報告する.

1.Averyら の方法にしたがって赤痢菌から抽出精製した DNAは 蛋自反応ぉょび RNA反 応とも陰
性であった.こ の DNAを 主体とする精製物を家兎に接種し,特異性抗体の産生を認めた.
2.こ の分画物を DNaseぉ ょび加温によって分解し,家兎に接種したが,分解前よりやや弱くなって
いるが,やはり特異性抗体の産生が認められる。

3.赤痢菌 DNP(deoxyribonucleic protein)か ら,0.2N―HClに よって蛋自のみを抽出し,蛋自の抗
原性を検討したが, この免疫血清からは,特異性抗体の産生は認められなかった.

なお,詳細は福岡県衛生研究所報  8,49-52,1959。 参照 .
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衛 生 生 物 課

昭和35年,当課における業務の内容を概観すると,福岡市内県立高等学校生徒の寄生虫卵集団検査の依

頼により寄生虫卵検査件数が大幅に増大したほかは検査業務の面では例年といちじるしい差異はなかった

が,本年当課では研究業務面の進展に一層努力した。       (衛 生生物課長  高橋 克己)

検 査 業 務

1 食品細菌・獣疫検査

昭和35年の食品細菌検査および獣疫検査は次のとおりである.

1・ 1食品および食中毒の細菌学的検査 一般食品および牛乳,乳製品,缶詰,清涼飲料水,醸酵乳,乳
酸菌飲料などの検査件数は206件で,食中毒は魚介類および菓子によったもので, 魚介類による病因物質
のほとんどは病原性好塩菌に原因するものであった.

102水質検査 水の細菌学的検査件数は 312件で, うち井水 225件 (不適25件,11%),水道水 (含簡易
水道水)87件 (不適 2件,23%),そ の他の水 (河川,谷川)302件 (不適295件,97,6%)で ぁった.環

境衛生検査件数104件の内容は, 銀行その他の団体より依頼された室内空中落下細菌検査によるものであ

る。                                      (研 究員  中西 恭生)

表13  昭和35年食品細菌・獣疫検査一覧

検  査  別
月 男」

計
123456789101112

水

質

その他

食 中 毒

環 境 衛 生

獣

井水{集
簡易水{集
市水道{集

数
適

数
適

数
適

数
適

数
適

数
適

数
適

数
適

数
適

件
不

件
不

件
不

件
不

件
不

件
不

食 品 細 菌

疫

計

1

12

8

11

2

20

4

3

12

2

4

37
37

33

18

6

33     3

119
119

113
56

53
53

2 83
81

9

302
295

11

7     5   206

104

0

935
322

4    32     2    23    23    26    32    19

91     1     1

143
119

2寄 生 虫・臨 床 検 査

昭和35年における寄生虫検査依頼数は7,003件で,前年に比し大幅な増加であるが, これは本年より本
県教育庁の依託により, 福岡市内の県立高等学校等の生徒の検便を当所で行なうことになったためであ

る。普通塗抹法による虫卵陽性率は,総合陽性件数515件で約7.4%,その内訳は畑虫卵203件 (2.9%),鉤

虫卵76件 (2.5%),鞭虫卵117件 (1。 8%),横川吸虫卵13件 (0。 2%),そ の他 7件である.

臨床検査は,血液型判定検査100件の他は脳脊髄液検査14件,潜血反応 2件,血色素測定 5件, 血球数
算定 3件であった・                        (衛 生生物課長  高橋 克己)
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3虫      疫

昭和35年中に,衛生昆虫およびダニ類に関する試験・検査として依頼のあったものは,殺虫剤の野外試

験 1件,病院内における蚊族の発生状況調査 1件であった。       (技 師補  山本 英穂)

4血 清 学 的 検 査

本年度における血清学的検査は梅毒血清学的反応検査2,529件 ,日 本脳炎補体結合反応検査126件であっ

た.

401梅毒血清学的反応検査 依頼件数2,529件 のうち,陽性337例,陽性率13.3%で ,昭和34年 とおよそ

同様である.ま た 1月 , 9月 における沈降反応検査件数の多いのは性病予防週間における集団検診のため

である。

4o2日本脳炎補体結合反応検査 昭和35年における日本脳炎の発生は平年通りで,総検査数 126例中陽
性18例 (14。 2%),N抗原抗補体作用,対象血清の抗補体作用などのため判定不能のものが4例 (3.1%)
であった。また抗体価は一般に低 く, 1:32以 上を示すものがなかった。 (研究員  大塚  悟)

表 14  昭和35年梅毒血清学的反応検査一覧

月 男」 陽性率

(%)
検    査   法 計

123456789101112

54
4

54
4

23
3

131
11

46
10

46
10

29
10

121
30

57

59
7

23
6

139
18

1,084
125

630
78

815
134

2,529
337

11.5

12.5

16.4

13.3

７４

３１

０‐

６０

３９

３

３９

３

‐９

４

９７

１０

３４
３

３５

４

１６
４

８５

Ｈ

６‐

９

６２

１０

２８

６

５１

２５

凝集法
{1寡

~樫

緒方法
{1寡 樫

スライド法
{傷1程

卦  J件 数口:  陽ヽ 性

表 15  昭和35年日本脳炎補体結合反応検査一覧

月 男」 陽性率

(%)
計

123456789101112

件     数
陽  性  数
判 定 不 能 数

2     3 12

2

2

74

11

1

26

4

1

1

14.2

3.1

研 究 業 務

本年度当課で実施した研究事項は次のとおりである。

本年度内に研究完了したもの

1)燒虫症に関する研究
2)乳酸菌数測定用培地の研究
3)貝柱食中毒の原因調査
4)有毒鱗翅類昆虫, とくにホソバ属 (ヒ トリガ科)に 関する研究
前年度より継続しているもの

1)県下におけるレプ トスピラ症の分布調査
2)ン プトスピラの凍結乾燥に関する研究

本年度新規に研究を開始したもの
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1)Staphy10COagulaSeの 抗原性および免疫学的研究

2)福岡県における蚊の生態学的・分類学的研究
3)鉤虫の分布調査
4)中性洗剤の寄生虫卵洗除効果に対する実験的研究

当課の研究業績のうち,昭和35年内に学会・誌上発表したものについて以下に抄録する.

1 燒虫症の自覚症状調査
高橋克己 第13回 日本寄生虫学会南日本支部大会 (昭和35年 11月 )

燒虫症の自覚症状調査として,夜間肛門唇痒,昼間肛門麿痒,頭痛,下痢,悪心,食欲不振,全身倦怠
感,不眠,腹痛の10項 目について,小学校学童 (1～ 6学年)を対象とし,自己記入様式により,燒虫駆

除前後の 2回にわたり,燒虫卵陽性群・陰性群の発症率を一定期間調査した.す なわち第 1回調査として
SCOtCh―tape法 3回採卵検査により判定した焼虫卵陽性群 (540名 )と 同陰性群 (345名 )計 885名 につい

て22日 間連日発症頻度を調査し, さらにこの中の陽性群に PiperaZinを 3日 間投与し, 燒虫駆除を行な

い,第 2回調査として駆虫完了の陰転群 (228名 )と 駆虫不完全の陽性群 (154名 )計 382名 について25日

間にわたり,第 1回調査と同様な方法によって自覚症状調査を行ない,各調査とも自覚症状項目ごとにそ
の陽性群,陰性群おのおのの発症率を,発症者率と発症日数率に分けて統計的に比較検討し次の結論を得

た。

1)調査自覚症状 10項 目中,お のおのの陽性群,陰性群の発症率の比較および駆虫後のその変化より推

測して,燒虫症の自覚症状中統計的に特異性が認められるものは i)夜間肛門部鷹痒, ii)昼 間肛門部療

痒,iii)不眠,iV)便秘,V)食欲不振,Vi)悪心,Vii)全身倦怠感の 7項目である.
2)こ れらの特異性の高い自覚症状は,駆虫によって完全に消失し,ま た駆虫不完全でも腸管内焼虫保

有匹数の減少により悪心の発症日数率を除き,他はすべて陰性群の発症頻度と同一程度まで減少する.詳

細は 公衆衛生 25(4),241-248,1961.

2 Nankor乳 剤の残留噴霧によるイエバエ成虫の駆除実験
山本英穂 第10回 日本衛生動物学会南日本支部大会 (昭和35年 11月 )

福岡市多多羅町大橋部落 (戸数30戸, うち有蓄農家 6戸)に おいて,Nankor乳剤を使用, その0.5%

希釈液による天丼面残留噴霧 (50m1/m2)を 主体とし,補助的に浸液テープ (5%希釈液 0.0206m1/cm2,
60cm× 4cm)を 1本/m2の割合で処理してイエバエ成虫の駆除実験を行なった。効果判定はフライリボ
ン捕集法およびフライペーパー捕集法による実験区イエバエ集団の薬剤処理前後の動態の観察によった。

また薬剤処理面の残留効力を接触試験によって確かめ,そ の効力消失状況の観察もあわせて行なった.

1)薬剤処理前後の実験区イエバエ集団の動態は,フ ライリボン捕集法, フライペーパー捕集法ともお
よそ同様の推移を示し,薬剤処理直後より8日 間は処理前のぉょそ30%に減少,次期 8日 間ではぉょそ50

%程度に恢復した.

2)薬剤処理面の残留効力の消失状況は,接触試験による KT-50の概算値 (対数値)でみると,天丼
面とともに残留噴霧したベニヤ板残留面では 1日後約1.65, 5日 後約2。 16,10～ 15日後2。 82～2.90で 30日

後ではほとんど殺虫効力が見られず,浸液テープ残留面では, 1日 後約1.61,30日 後でも約1.83で,30日
後においても充分な殺虫効力が認められた。

以上の結果より,Nankor O.5%希 釈液を 50m1/m2の 割合で残留噴霧した場合, その事実上の駆除効

果は 8日 間程度と推察される。なお,本実験においては,浸液テープは残留噴霧の困難な場合に補助的に

用いただけであるから,接触試験の成績では長期にわたる残留効力が認められたにもかかわらず,本実験
の成績に大きく関与しているとは考えられない。
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化 学 試 験 課

当課における検査業務は年々増加しており,本年は水質関係,環1境衛生関係においていちじるしいもの

がある.す なわち飲料適否試験の依頼件数の増加,特殊構造のし尿浄化そう設置取扱要領の新設にもとづ

く機能検査の開始,北九州地域における大気汚染 (亜硫酸ガス測定)調査,学校, ビルその他の室内環境
試験などである.ま た技術者不足の状況下で,放射能,河川調査などの委託業務を実施するかたわら若干
の研究も行なってきた.                     (化 学試験課長  大田  寿)

検 査 業 務

1食 品 試 験

総件356件でその内訳については表16の とおりである.う ち収去によるもの75件 ,イ固人依頼によるもの
281件である.収去によるもののぅち62件は乳酸菌飲料中の保存料の試験で,ジ ヒドロ酢酸およびその塩
を検出するもの35件であった.ほかに添加

物規格試験,食中毒試験等があったが不適
であるものはない。依頼試験によるもので

は例外容器規格試験,食品成分試験がその

おもなもので例外容器の不適品のすべてが

厚さの不足によるものである.

(化学試験課長 大田  寿・研究員 中村
幸男)

表 16食 品 試 験 一 覧

区 分

収去試験(件数)依 頼試験 (件数)

試験  不適  試験  不適

2薬 品 試 験

総件数138件で, その内訳は一せい収去
によるもの65件,そ のほかの収去によるも
の 9件,一般より依頼のもの64件である。
一せい収去試験の内訳は表17の とおりであ

り,一般より依頼のものは, コール ドパー
マ液 6件,有機 リン製剤 11件,防疫用殺虫

剤の定量およびヒ素試験17件,一般医薬品
7件 , その他である。 (研究員 森  彬)

表 17 -せ ぃ収去試験一覧

1   含量不足

1   含量不足

具
ピンホール 2

重 量 不 足 3

例外容器規格試験 .

食品添加物試験

食 品成 分試験

飲食物の有害物試験

そ  の  他
計

3

71

1

75

35

35

155

26

61

28

11

281

70

1

2

1

74

名

ケ イ 皮 末

重炭酸ナトリウム

クレゾール石ケン液

単 シ ロ ッ プ

サントニン製剤

V―A主成分製剤
V― B含有ブドウ糖注

紅

一一

適
由
一

不
理
一

一
一

適
数
一

不
件
一一

数

一

４

一

‘

一

一一

3製 品 検 査

昭和25年度以降の申請件数を年度別にま

とめると表 18の とおりである.甘味料の場合32年度以降激減しているのは同年 8月 の省令改正により 1件

当りの申請重量が 4倍に引き上げられたためで,実際の製造数量は増加している.着色料,かん水は大き
な変化がない .

表 19に示すとおり本年度の甘味料の総件数は34年度とほとんど同じであるが,そ のぅち33年度以降は次

第に増加の傾向にあったサイクラミン酸ナトリウムを主成分とする製剤 (表ではサッカリン製剤として現

わす)が急激に増加した。サッカリン製剤はおもに粉末製剤で大部分の自糖と一部のサイクラミン酸ナト
リウムおよびサッカリンナトリウムよりなっている.なお硫酸カルシウムの検査は 1月 以降全 くなくなっ
た.こ れは従来県下 1社のみによって製造がなされていたのが,コ ス トの問題で製造が中止されたことに

よる。                                      (研 究員  中村 幸男)

用
一　
口 7
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表 18 製品検査年別件数
硫 酸

年   甘味剤  膨脹剤 着色料 かん水 カルシ
ウム

計

2,287

1,240

3,646

3,694(4)

4,349

5,248

4,142(5)

2,507

1,384(1)

1,546(2)

1,542

39

154

78

2

29

36

44

21

廃止

↓

18

13(1)

2,327

1,407

3,744

3,704(5)

4,396

5,297(1)

4,197(5)

296    2,892(1)

593   2,139(1)

653   2,367(2)

36    1,811

11

31

14

13

12

148

154

221

カッコ内は不合格件数

表 19製 品 検 査 月 別 件 数

甘   味  料 着色
料

硫酸
カル
シウ
ム

かん
水

計月 リ ズルチン・ サ ッサ ッカ
ン製剤 カ リ

８‐

５３

８８

６‐

８３

７４

８。

８５

６４

９２

８０

７７

‐８

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

Ｈ

ｌ２

計

15

30

47

29

40

40

66

62

52

42

85

116

624

36

36

4水 質 検 査

401飲料適否試験 人口の増加と工場建設に伴う水道水,工業用水の不足,ま た本県の水質不良性など
の原因から検査の依頼が増加し,特に丼水の水処理 (除鉄,軟化)を前提とした検査依頼が多くなってい

る.こ の傾向は都市部においていちじるしい。本年の検査総数は742件で不適件数431件,不適率は58.1%

である.一般に全鉄,総硬度および塩素イオン過量による不適が多く総不適数の74。 0%を占めている。月

別検査件数および不適内容を表20,21に 示す.             (技 師補  小串 寿明)

表 20月 別 検 査 件 数

月 男」

区 分
123456789101112計

件

件

分百

験

適

適

試

不

不

数

数

率(%)

24

18

75。 0

38

25

65.8

82

48

58.5

75

39

52。 0

78

43

55。 1

99

53

53.5

56

27

48.2

41

24

58。 5

63   68   61

37    46    38

58。 7  67.6  62.3

57   742

33   431

57.9  58。 1
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表 21不 適 内 容 覧

不 適 理 由
月               別

123456789101112
計   %

アンモニア,亜硝酸同時検出             4
アンモニア,亜硝酸検出及び過マンガン酸カリ消費量過量 1

過マンガン酸カリ消費量過量            一

塩素イオンおよび総硬度過量             4
鉄

pH
濁

そ

３

一

３

１３

１６

一
　

一
　

２４

２

　

一
　

２７

一
　

２

４３

一
　

３９

一
　

４８

一
　

４６

199710 1   3  64

-― 一-  5

2  -
8   7

37  21

2   5

8   6

22  31

3  22

5  73

18 246

-―・ 0

4  13

--  8

33 431

14。 85

1。 16

5.10

16.94

57。 08

0。 00

3。 02

1.86

100。 00

量

常

量

他

過

過

異

　

の

計

度

9

18

402上水道水精密試験 前年と同様主として新設および増設の水道について試験を行なった。月別検査
件数および不適内容は表22,23に示すとおりである。

原水の不適率は昭和34年68.4%, 35年54.5%ではなはだしい差はなく, 給水についても昭和34年 21。 1

%,35年 18。 2%と大差はない。                      (技 師  松本 久男)

表 22 月別水道水精密試験一覧           表 23  不 適 内 容

原 水 給 水 不 適 数
月 計 不 適 理 由

適   不 適   適   不 適 原水  給水

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

計

不適率
(%)

54.5 18.2

り

常

量

り

あ

異

過

ぁ物

臭

観

度

殿

異

外

濁

沈

蒸発残留物過量

PH 異  常
アンモニア,亜硝酸同時検出
硝酸性窒素過量

塩素イオン過量

過マンガン酸カリ消費量過量

硬 度 過 量
鉄  過  量
マ ンガ ン過量

亜 鉛 過 量

ヒ 素 過 量

フ ッ 素 過 量

フェノール類過量

硫酸イォン過量

ケ イ 酸 過 量

一般細菌数過量

大腸 菌群 陽性

403そ の他の水質試験 総件数は492件で, 区分別,月
別件数は表23の とおりである.ま た定性定量の項目別件数

は表24に示した。

403・ 1本年も井水の四エチル鉛試験が12件あったが,い
ずれも検出しなかった。このうち芦屋飛行場周辺の民家の

井水が石油臭を有するため福岡調達局からの依頼で現地調査および水質分析を行なったものが 6件 あ っ
た.井水の中には明らかに油滴がみとめられるものがあったが,汚染源はジェットエンジン燃料のケロシ
ン (灯油)と 考えられ,井水 6件の分析結果からも四エチル鉛は検出されなかった.またオル トジクロー

ルベンゾール,ペ ンタクロルフェノール,パ ラチオンによる上水道水源,池,河川の汚染の疑いで行政試

験を数件行なった。また福岡市の中心部天神町周辺のビルラッシュとともにさく泉が行なわれ,深層地下

水分析の依頼が数件あった.すなわち天神ビルでは原水 :pH 6.5,塩 素イオン 8550ppm,鉄 61。 7ppm,
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気ばく水 :炭酸ナトリウム,硫酸アル ミニウムおのおの 4000ppm,沈殿処理水 :pH 6。 75,鉄 10.6ppm,

口過水 :硬度 2235ppm,硫 酸イオン 906ppm,鉄 0。 072ppmで超高含有鉄の除去処理に成功している.

硫酸イオンについても福岡ビル 547ppm, 同和ビル 1275ppmを示し, この周辺の地下水は飲料には不

適で冷却用水に使用し得るのみである.                 (技 師  松本 久男)

40302特殊し尿浄化そう機能調査 特殊構造のし尿浄化そう設置取扱要領にもとづき,12月 に新世紀号
7件,関衛式 3件について腐敗そう,酸化そう入口, 酸化そう出国の採水を行ない, 機能調査を実施し

た。その結果浄化効率および放流水質基準からみて良好と思われるものは新世紀号の 3件であった.な お
B.O.D.と C.Oo D。 の除去率の平均値は腐敗そうでそれぞれ32%と 48%,酸化そうで47%と 52%であっ
た.                                    (技 師  森本 昌宏)

表 24 そ の 他 の 水 質 試 験 一 覧

月 男」

区 分 計
123456789101112

析

析

鉛

ン

水

分

分

そ

チ

チ

化

性

量

　

　

　

浄

エ
　
ラ

尿

定

定

四

パ

し

オ

つ

計〈
ロ

表 25項 目 別 試 験 件 数

項 目 項 目定性 定量 定性    定量

透視度,濁 度
蒸 発 残 留 物

不 溶 解 性物質

PH
酸度,ア ルカリ度

ア

亜

硝

C.0。 D.

B.O.D.
D。 0。

ナ トリウム,カ リウム

カルシウム,マ グネシウム

度

　

ン

，属

素

ン

ン

酸

酸

物

ン

ガ

金

　

ォ

ォ

鉄

　

　

　

イ

イ

ン

イ

化

ア

ン

害

　

素

酸

硬

　

マ

有

ヒ

塩

硫

リ

ケ

硫

シ

一

一

一

一

３０

９

０

０

２８

２８

８

１６

１６

８

１４

Ｈ

４０

２

５

７

７

一

一

一

ア

酸

酸

ニモ

硝

ン

フェ ノー ル 類

そ  の  他
計

‐４

３０

‐３

２

２

２９

２８

０

‐２

１

０

８

７

８‐

5 環 境 衛 生 試 験

501大気汚染調査 パラローザニリン法による大気中の亜硫酸ガスの測定を衛生部,北九州各市保健所
と共同で行なった.測定は10ケ月間 (毎月6日 間, 1日 2回)に わたり24ヶ所で行なった。測定回数は不

能回数880回を除いて延2,000回である.                 (技 師  松本 久男)
502陸水および食品の放射能調査(35年 4月～36年 3月 )科学技術庁の委託により実施中の放射能調査 (全

β線測定)の測定件数は63件で, このうち陸水27件,食品は36件である.試料別件数は表26に示すとおり
である。本年はフランスが 3回の核爆発実験を行なっているが,そ の影響はほとんどなかったもようで,

陸水の測定値は前年と同様一般に低く,食品はほとんどK40の計測値しか示さなかった。

(技師  森本 昌宏 0研究員  森  彬)

r
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表 26  試料および件数

試 料 件  数

上     水 (原水)
上     水 (蛇口)
井     水
河  JII  水
下     水
大     根(葉部)
大     根 (根部)
ほ う れ ん 草

梨

玄     米
玄     麦
い        力>

し  じ  み
ふ     な
牛     乳
計

503そ の他の環境衛生試験 試験内容は
表27の とおりである。最近労働環境衛生に

対する関心が高まり,身心に対する障害を

防ぐとともに快適な環境で能率よく働きた

いという要求を実現するため,環境試験に

よる科学的な資料に対する要望が増加して

きた.気候条件,空気汚染度,照度,騒音
などの特定項目に対して検査を行ない,対

策を考える場合と,一応全項目の検査を行
ない,総合的な判定を求める場合とがある

が,後者は近代的なビル,銀行などのエア

ーコンディショニングの整備されたものに

多くみられた。一般事務室環境の騒音など

はまだ判定標準のきまっていないものがあ

り,ま たじんあい測定の場合都市では労研

式じんあい計は不都合であるので,口紙法

などに対する判定標準の設定が望まれる.

調査測定場所および件数を表28に示す。

(技師  松本 久男)
5o4遠賀川水質汚濁調査 遠賀川の水質
汚濁調査は昭和32年より継続実施している

が,近年筑豊一帯の炭田は経営不振のため

廃山,体山となるものがあいつぎ,洗炭排

水などの汚濁水の流入が減少してきた.そ

表 27 環境衛生試験内容一覧

項 目 件  数

一 酸 化 炭 素

換 気 回 数

落 下 細 菌 数

降下ばいじん分析

過酸化鉛法亜硫酸ガス

その他の定性定量分析

計

表 28  調査測定場所および件数

温

度

動

力

度

度

音

数

ス

却

温

　

　

ぃ

ガ

冷
　
　
　
　
　
あ

夕

覚

　

　

ん

酸

気

湿

気

力

感

照

騒

じ

炭

項 目 場 所 件 数

室内環境綜合試験
(空気汚染度,気候条件)

照 度 測 定

騒 音 測 定

じんあい数測定

炭 酸 ガ ス測定

一 酸 化 炭 素

降下ばいじん分析

過酸化鉛法
分析

テス トピース

支店
岡支店

三井銀行福岡支店
三井銀行天神町支店
三井銀行小倉支店
三井銀行八幡支店
三井銀行若松支店
東京海上火災保険福岡支店
日本興業銀行

千代田火災海上保険福岡支店
松屋デパート
香春郵便局
福岡中央電報局

支店

店

岡
店
支
店
店
店

福
支
町
支
支
支

行
岡
神
倉
幡
松
行

銀
福
天
小
八
若
銀

業
行
行
行
行
行
業

興
銀
銀
銀
銀
銀
興

本
井
井
井
井
井
本

日
三
二
三
二
三
日

岡
福
店

∫
l

{

千代田
福岡中
火災海上保険福岡支
央電報局

店

松屋デパート

小倉保健所

小倉保健所

の結果は調査の上にはっきり現われており,数年前にくらべて現在ではその汚濁度はいちじるしく減少し

てきている。                                (技 師  脇元 作郎)
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6鉱 泉 試 験

本年実施した鉱泉分析は中分析 9件,小分析 17件 ,ラ ドン測定 12件で,申分析を地域別にみると原鶴 7

件,船小屋 1件,片の瀬 1件である。温泉小分析結果のおもなものを表29に ,中分析の結果を表30に示し
た。                           (研 究員  中村 俊夫 0技師 松本 久男)

研 究 業 務

本年度当課では計画または実施した研究事項は次のとおりである.

本年度内に研究完了したもの

1)水中のフェノールの定量法の研究
2)陸水および食品中の放射能調査

前年度より継続しているもの

1)大気汚染に関する調査研究
2)人工甘味剤の定量法の検討
3)水質分析の検討
本年度新規に研究を開始したもの

1)感胃剤中の有効成分の分離定量法の研究
当課の研究業績のうち,昭和35年内に学会・誌上発表したものについて以下に抄録する.

l Gibbs法による水道水中のフェノールの測定について

松本久男 第29回九州山口薬学大会 (昭和35年 10月 )

飲料水の源水中にフェノールが含まれていると,た とえ極微量であっても塩素滅菌に際してクロロフェ
ノールを生成し,悪臭の原因となるので各国の水質基準で厳格に規定されている。 すなわち The U.S.

Public Health Service Drinking Water Standards(1946)で は水道水においてフェノールは 0.001 mg/

′(ppm)(lppb)を 越えてはならないとし,一方わが国の水道協会においても基準を 0。 001ppmに規定し
ていた.しかし昭和33年新たに水道法の制定とともに水質基準と試験方法が公布され,フ ェノール類の基

準は 0。 005ppmと ゃゃ緩和された.

ところでこれら基準への適否を判定する公定試験法を追試検討してみると,Standard Methodsは 確か

にかろうじて 00001ppmま で定量可能であるが, 検水および抽出溶媒ブタノールを多量に要し発色時間

も6～24時間要する.水道協会法は肉眼比色によっているため, 試薬の量的関係や,Beerの 法則への適

合性が充分でなく,ま たブタノール抽出を行なわないので煩雑な濃縮操作を行なってもせぃぜぃ 0。 05ppm

までしか測定できない。また Gibbs試薬溶液および呈色液がいちじるしく不安定である.新水道法にお
いては検水 80mlにつき 37°Cl時間発色後,ブ タノール抽出を経て肉眼比色するものであるが定性試験
にとどまっている.こ のように水中の極微量のフェノールの定量は非常に困難であるので今までのところ

満足できる方法はない.一 方 フェノールの特に鋭敏な呈色試薬で定量に使量し得るものは Gibbs試薬
(2, 6-ジ ブロムキノンクロルイミド)のみといってもよく, そこで本試薬による極微量フェノールは
もちろん,各濃度のフェノールの定量法の検討を意図し,検討を行なった結果満足すべき方法を発見し得
た.内容詳細については九州薬学会報 16,15-19,1961

2 福岡県の放射能調査
森本昌宏・森  彬 第 3回放射能調査研究成果発表会 (昭和35年 11月 )

科学技術庁の委託により1957年から引き続き実施中の陸水および食品の放射能調査 (全 β線測定)の概
要は次のとおりである.
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1 陸水 上水 (原水および蛇口水)お のおの 4件,下水 11件, 河川水および井水おのおの 4件につい
て調査を行なった.こ のうち下水口液部分に若干高い値を示すものがあり,そ の最高値は 6。 4± 2。 OcPm/

Lでぁった。また河川水に 3.4± 0。 7cPm/Lを 計測したが, そのほかはいずれも放射能値を認めなかっ
た。

2 食品 農産物では,1957年 7月 採取の大根葉部が 56.6± 6.2,63.3± 7.4cPm/乾物10g, ほうれん
草が 17.2± 8。 3cPm/乾物10gの 測定値を示したが,そ の後減少し, 本年に入ってからは汚染皆無の状態

が続いた。そのほか穀類 (玄麦,玄米,自米),果実 (梨)に ついても1959年以降はほとんど放射能を認め

ていない .

水産物では, しじみ,いか,ふななどいずれも測定値は低く,1959年以後はほとんど放射能は計測され

表 29温 泉 小 分

依 頼 者 住 所
粕屋郡古賀町 宗像郡福間町 口 :H古  飯 塚 市  福岡市住吉 福岡市住吉  福 岡 市
古賀1189  手光湯浦   円 ノ:::I」  本町1127 日の出町  日の出町  店 屋 町

水

３

鉱

３５

名

所

況

日

場

状

月年

水

水

水

氏

採

湧

採

渋田忠二郎

井  水
35。  4. 19

村山 保之
住所に同じ

鉱 井 水

35. 4. 30

市  長
坂田九十百

山下 正之 中村啓次郎
住所に同じ

湧 水 井 水

35。  6。  8    35。  7。  7

寺 の 水

井  水

牟田 正雄
呼子海岸

池 の 水

35。  7. 18

源 泉 温 度

外     観
pH

蒸 発 残 留 物

比     重

ほとんど
無色透明
6.50

352.0

27。 8

な  し
な  し
0。 012

104。 5

な

92。 6

18。 9

し

無色透明

5。 80

124。 0

06

7.6

な   し
22。 5

15。 2

無色透明
(沈殿物あ り)
7.05

169。 0

22。 7

な  し
な  し
0。 034

15。 4

な   し
93。 7

4。 8

無色透 明

6.70

184。 0

14.4

な  し
0。 07

23.2

な  し

黄褐色濁

6.70

351。 0

40。 3

0。 61

1.89

15。 1

な   し

無色透 明

6.60

378。 0

25。 2

な  し
0。 13

74。 7

な  し

無色透 明

7.69

36900。 0

1。 02249

334.3

な  し
0。 98

16190。 0

な  し

2457。 0

し

な

な

な

カ
　
チ

オ
　
ン
　

ア
ニ
オ
ン
　

ガ
ス
体

水

一
贈
中
に
含
有
す
る
成
分
量

（
曜
）

ca2+

Fe2+

Fe3+

A13+

総 鉄 量

Cl―

I―

HC03~
S042-

総硫化水素

C02

し

し

し

な   し    20。 2 23。 4

な し な し な し な し な し な し な

推 定 泉 質

6.61 13.2 4◆ 41
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ていない .

畜産物では,牛乳に1958年頃多少放射能が計測されたが, 1959年 以後は同年 7月 に 4。 5± 1。 8opm/本

年 7月 に 100ml,4.9± 1。 9cPm/100mlを 計測したにすぎず, そのほかはいずれも放射能を計測しなかっ

た.

3 本年の傾向 1958年をさかぃとして1959年は放射能汚染の減少期にあり, 本年はフランスの核実験
が 3回行なわれたが,汚染は皆無に近い状態となっている.こ れらの傾向は陸水については全体の放射能

値が低いためあまりはっきりしないが,食品中地上葉菜類は放射性ちりの附着が容易なため,明確な傾向

を示している。

上記計測値はいずれも計数効率約10%に おける値である.

析 試 験 成 績

小倉市吉野町
3丁目

隅井円明 藤 久子
住所に同じ住所に同 じ

地 下 水

35。  8。  9  35。  9。  22

川辺 栄一
平戸市志々
波町219
井  水
35. 9. 28

渡辺光五郎

地 下 水

35e10。 10

野村 幸平
霧 島 (1)

湧  水
35e10。 13

野村 幸平
霧 島 (2)

湧  水
35。 10.13

野村 幸平

湧  水
35。 10.13

湧  水
35.1le 16

中村 マス

井  水
35.10。 17

福岡市多賀 佐賀市松原 朝倉郡朝倉村
町山荘園  町69の 2  山田 KK KK

無色透明

7.05

67.0

7。 40

401。 0

0.99869

7.30

122。 0

0。 99836

褐  色
(沈殿物あ り)
5.90

69。 0

微 自 濁

3。 40

100.0

微 自 濁

3。 20

120。 0

微 自 濁

3.80

92.6

無色透明

7。 70

190。 0

ど
明
ん
透
と
色
ほ
無
7。 70

388。 0

4。 2      61。 7      5.89

な  し
0。 59

21。 5

な  し

2.8

な  し
1.03

13.2

な  し

0。 66

0。 23

2。 4

な   し

0。 86

0.32

3。 8

な   し

35.8

0.28

0.21

2.8

な   し

29。 1

43.2

な  し
0.31

106.3

な  し

31.4

な   し
0。 051

7。 3

な   し

16。 1

4。 05 5。 04 4.30

な  し な  し
0。 26      0.34

11。 8    31。 8

な  し な  し

3.3      86。 8

な  し な  し

5。 4   な  し 31.7 10。 3

な し な し な し な し な し な し な し
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試 験 番 号

源  泉

DH I現
t試

揚   水
ラドン含有量 (Mo E。 )

比       重
蒸 発 残 留 物

表 30温 泉 中 分

第 35 号

名

名

地

者頼

泉

泉

出

依析

温

源

湧

分

度

地

室

量

温
　
　
験

船 小 屋 温 泉

第 4号 泉

筑後市大字尾島323の 1

飯 森 隆 一

原 鶴 温 泉

寿     湯
朝倉郡杷木町大字志波

柴 山 むねか

原 鶴 温 泉

寿     泉
朝倉郡杷木町大字志波

宮 月1 哲 `夫

55.2℃ (気温8.3℃ )

8.3(22.0℃ )

8.46(12。 0°c)

約 74。 56′/min
3.03

0。 9992

699.Omg/kg

mg IIlillival lnillival%

1.835  0。 0469      0。 40

300.2   11.3460     97。 69

0.526  0。 0292      0.25

2.36  0。 1177    1。 01

0.306  0。 0252      0.22

0.315 0.0113   0。 10

カ

チ

オ

ン

K+

Na+

NH4+
ca2+

L[g2+

Fe2+

卜In2+

A13+

計

Cl―

S042-

HC03~

C032-

1・IS―

B02~

HSi03~

Si032-

As02~

OH―

水

一
地

中

に

含

有

す

る

各

成

分

お

よ

び

そ

の

量

解

離

成

分

ア
　
　
　
ニ
　

　

オ

　

　

ン

0.344

305.886

183.7

7.331

355。 3

5。 611

2.166

4。 462

″ 2.737

0。 0382

11.6145

5。 1821

o.1526

5。 8235

0.187

0。 0655

0。 1042

0。 0355

0。 33

100。 00

44。 86

le 32

50.40

1。 62

0.57

0.90

0。 31

0.00

0。 02

100。 00計

解 離 成 分 総 量

0.011  0。 0001

0。 042  0。 0025

561.36  11.553

867.246

非解離

成分

HAs02

HB02

H2Si03

0。 075

30。 46

55。 51

953.291

3.657

0。 095

957.043

単 純

Inillirrlol

O。 0007

0。 695

0。 7107

0.0831

0.0028

温 泉

溶 存 物 質 総 量

ガス

成分

総 成   分

泉      質

分 析 年 月 日

Ｌ
　
２
Ｓ

α

Ｈ

33第 号 第   34   号

18。 3℃ (気温10.1℃ )

5.4 (18。 0°c)
5。 53(13。 5℃ )

約 154.6′ /min
l。 45

0.9986

164.2嘔/kg

44e l℃ (気温 9。 4℃ )

8。 4 (23.0°c)
8。 45(10。 5°c)

約 59。 5′ /min
4.28

0。 9991

492。 0哩/kg

Ⅲg lnilliVal milliVal%

1。 094  0.027       0。 34

179.7    7.8193     94.24

0.164  0。 0091      0.11

5。 723  0.2855      3.44

1.422  0。 1169      1。 41

0。 672  0。 0241      0.29

温  泉

35。   3.  21

0。 011

0.043

400。 319

589.221

0。 00

0。 03

100.00

0。 0001

0.0025

8.2002

millim61

0。 0007

0.5957

0.5488

0.075

26.11

42。 86

658。 264

2。 931

0。 017

661.212

単 純

0.0666

0.0005

0。 127

188。 902

99.43

5。 89

284。 3

4。 336

0。 374

3。 823

2。 112

0。 0141

8.2916

2.8043

0。 1226

4.9982

0.1445

0。 0113

0。 0893

0。 0274

0。 17

100.00

34。 20

1.50

60.95

1。 76

0。 14

1。 09

0。 33

Щg lnilliVal lnilliVal%

2。 614  0。 0668      2.27

20.49   0。 8914     30.37

184.25   2.8939

241。 725

millimol

100。 00

0。 1655

泉

35.  1。   30

21。 54

8.534

3.68

36。 62

23。 91

4。 49

1。 0748

0.7018

0。 1318

0.617

57.475

13.23

17.72

153.3

0。 0686

2。 9352

0.373

0.3686

2。 152

2。 34

100.00

12.89

12。 75

74.36

1。 06

46.47

289。 255

728。 277

0。 0242

0.5948

1017。 532

温

35.  3.  21
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析 試 験 成 績

第 36 号 第 38 号

45.8℃ (気温 17。 4℃ )

8。 7(19。 0℃ )

8。 71(18。 0℃ )

約41.2′ /min
O.17

0.9986

510電/kg

原 鶴 温 泉

桂     湯
朝倉郡杷木町大字志波32の 1

石 井 利平次

50。 1℃ (気温 19。 25℃ )

8.6(18。 0℃ )

8。 65(18。 0℃ )

約46.2ι /min
6.02

0。 9988

609Щ g/kg

電

1.342

221。 0

Πlillival

O.0343

9.6137

2.934

0.437

0。 04

0.1464

0。 0359

0。 0014

225。 753

144。 1

2.966

323.4

6.601

0.344

6。 675

4。 094

9。 8317

4.0631

0。 0618

5。 2999

0.22

0。 0104

0。 1559

0。 0531

0。 01

0.074

488。 264

714.017

0.0001

0。 0044

9。 8687

0。 032

25。 51

47.06

786.619

2.684

0。 010

789。 313

単 純 温

millimol

O.0003

0。 582

0。 6025

0。 061

0。 0003

原 鶴 温 泉

鶴     湯
朝倉郡杷木町大字志波原鶴31

林   一二三

原 鶴 温 泉

福岡銀行原鶴保養所

朝倉郡杷木町大字志波原鶴8の 14

蟻 川| 五二郎

47.8℃ (気温31。 2℃ )

8。 1(21。 0℃ )

8.1(31.4℃ )

約38。 1′ /min
5.11

0。 9991

675電/kg

Πlillival

O。 0352

10.2748
ｏ．
９７。
　

１．
ｏ。
ｏ．
　

　

ｏｏ．
４１。
ｏ．
５３．
２。
ｏ。
１。
ｏ。

ｏ。
ｏ。
ｍ

昭

0。 848

187.5

2。 719

0。 481

0.140

0。 086

191。 774

99。 35

4。 780

304.8

6。 601

0。 364

6。 402

4。 14

0.01

0。 085

426。 532

618。 3065

0。 032

21。 84

42。 07

682.2485

2。 196

0。 007

684.4515

単 純 温

Inillival

O。 0216

8.1553

0。 1357

0.0396

0。 005

0。 0095

8。 3667

2。 802

0。 0995

4。 9963

0。 2200

0。 0110

0.1495

0。 0537

0。 0001

0。 005

8.3371

millimol

O.0003

0。 4984

0.5386

mrllival/6 曜

1.377

236.2

6.438

1.334

0。 083

170。 75

3。 666

351。 4

1。 059

1.687

1.226

0。 022

529。 81

775。 242

32.58

49。 69

857。 512

5。 523

863.035

単 純 温

milliVal%

0。 33

95。 63

2。 99

1。 02

0。 03

100。 00

44.77

0。 71

53.66

0。 33

0。

97。 47

1.

0.

0。

4

0.

100.

33。

1.

59.

2。

0。

1.

0.

100。

245.432     10.7439

0.3212

0。 1097

0。 003

4。 8057

0.0763

5.76

0。 0353

0。 0394

0。 0159

0。 0013

10。 7339

millimol

0.7434

0.6362

0。 1255

0。 37

0。 15

0。 01

100。 00

6

1

泉
　
３

泉
　
３５

0。 0499

0。 0002

8。   186。   2

泉

35。   6。   2

37第 号
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試 験 番 号

名

名

地

者頼

泉

泉

出

依析

温

源

湧

分

源  泉  温

っHl現
t試  験

揚   水
ラドン含有量(M.

比

蒸 発 残 留

度

地

室

量

E.

重

物

解

離

カ

チ

オ

ン

K+

Na+

NH4+

ca2+

Mig2+

Fe2+

Mn2+

A13+

計

Cl―

S042-

HC03~

C032-

1‐IS~

B02~

HSi03~

Si032-

As02~

OH―

水

一
地

中

に

含

有

す

る

各

成

分

お

よ

び

そ

の

量

成

分

ア
　
　
　
一一　
　
　
オ

　

　

ン

計

解 離 成 分 総 量

非解離
成分

HAs02
HB02
H2Si03
|

泉
　
分

溶 存 物 質 総 量

ガス i C02
成分 キH2S

総   成   分

質

折 年 月 日

表 30 温 泉 中 分 析 試 験 成 (っづき)

片 の 瀬 温 泉

鯉  の  湯
浮羽群田主丸町大宇菅原
2268σ)2

柳 瀬 和 夫

35.5℃ (気温24.6℃ )

8。 0(25。 0°c)

8。 0(25。 5℃ )

約48.58′ /min
4。 8

0。 9991

1069。 9電/増

皿g lnilliVal lnilliVal%

5。 26   0。 1345      0。 75

383。 1   16.6649     92。 40

1.234  0。 0683      0。 38

14.74   0。 7353      4。 08

5.206  0。 4281      2。 37

0。 107  0.0038      0。 02

温 泉

1木町大字志波原

ミサ子

第   41   号

大     泉
朝倉郡杷木町大字志波36
の2
森 高 敏 夫

41。 9℃ (気温 17。 0℃ )

8。 25

8.24(20。 0°c)

約83。 46〃min

3。 48

0。 9986

553。 0彎/増

mg lnilliVal inilliVal%

1.943  0。 0496      0。 51

206。 8    8。 9926     91.91

原  鶴

朝倉郡杷
鶴 21

世 王

原 鶴 温 泉

製i millival milli

O.777  0。 0198

134。 7    5。 824      1

0。

96.

2.648

0。 122

0。 058

0。 1321

0。 0100

0。 0021

9。 089

1.459

0.227

0。 4535

0.1200

0。 0081

4.63

1.23

0。 08

1。 64

100.00

35.65

0.58

56.93

1。 08

0.58

5。 16

0。 02

100。 00

409.647 18。 0349

397.o   ll.1974

0。 371  0。 0077

406.5    6.6617

2.352  0。 0784

2。 017

0。 571

0。 0471

0。 0074

0。 086  0。 0008

0。 017  0。 001

808.914 18。 0015

1218.561

lnillil■ ol

34.37

28.69

1281.621

0.7842

0.3673

19。 11

44。 78

530。 836

1.558

0。 037

532。 431

単 純

35。

100。 OC

62。

0。

37.01

0。 700

139。 005

48。 42

9。 148

258.9

3.055

0。 321

4。 479

3.539

0。 0778

6.0658

1.3656

0。 1905

4.2431

0。 1018

0。 0097

0。 1046

0。 0459

0。 0001

0.004

6。 0653

millimol

0。 4361

0.5733

0。 0354

0。 0011

温  泉

1。 444

220.962

122.9

2.719

337。 7

3。 163

0。 1606

9。 7844

3.4653

0。 0566

5.5341

0。 1054

０

　

　

０

　

０

22.51

3.

69.

1.

0。

1。 72 2。 406

38。 68

0。 0562

0.5017

0。 011

0。 068

327.941

466.946

0。 027

507.595

728。 557

25。 88

12。 34

766.777

5。 114

0.0016

9。 7209

millimol

0.5906

0.1580

0。 1162

1281.621

重  曹  泉

771。 891

単 純

35.

温  泉

39第 号 号第       40

37。 4℃ (気温19.6℃ )

8.5(23。 0°c)

8.63(19。 5℃ )

約 58。 2ι/min
l.58

0.9986

346.0電 /kg

35.  9.  23 12。   6 12。  6



学 術 関 係 事 績

講  師  派  遣

昭和35年度,依頼により下記の指導講習会,講話などに当所職員を講師として派遣した.

年月日 会    場  派遣職員職氏 名  種 別   講 習 会 名・演  題  名

35.5.26福 岡県衛生研究所 技師補

35。 6.6筑紫保養院   研究員
35.7.31福 岡県衛生研究所 研究員

35.10.30福 岡市英数学館
{ィみ 晟

35ttll福
岡県衛生研究所 {群窮昌

35.11。 15大隈保健所   易装箕
35。 11.21黒木保健所     同
35。 11.25筑 紫保健所     同
35。 11.29宗像保健所     同
35。 lit2大

牟田保健所   技師補

36.3.1福 岡県町村会館  技師補
36。 3.31門鉄病院    細菌課長

研 修

昭和35年度,研修のため下記のとお り各種講習会に当所職員を派遣 した。

年 月 日   場   所    派遣 職 員職 氏 名   講 習 会 名 称

35.8。 29～ 31 
俳義学
び血清療法  細菌課長 坂本さつき  ポリオに関する講習会

35.5。 18～20 国立衛生試験所  化学課長 大田  寿  食品衛生特殊技術講習会
35.6.29～ 7.1 大阪府衛生研究所  研 究 員 中西 恭生  食品衛生特殊技術講習会
36。 3.8～11  国立公衆衛生院  技 師 補 山本 英穂  衛生害虫駆除技術講習会

――…27‐一

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡県衛生部

福岡市衛生局

門鉄管理局

主 催

厚   生  省

厚   生  省
厚   生  省
日本環境衛生協会

依  頼  者

山本 英穂
大塚  悟
西見 保之
真子 憲治
大田  寿
中西 恭生
大塚  悟

高橋 克己

上

上

上

山本 英穂

山本 英穂
坂本さつき

指導講習

指導講習

指導講習

シンポ
ジウム

指導講習

講  話

同  上
同  上
同  上

研修会

講 話
指導講習

衛生害虫駆除技術講習会

ワッセルマン反応実施指導講習会

衛生検査技術講習会

福岡県公衆衛生大会,食品衛生の諸問題を
めぐって

と畜検査員技術講習会

寄生虫予防月間寄生虫講話

同      上
同      上
同     上

衛生害虫駆除技術研修会

福岡市環境衛生大会,衛生害虫について

衛生検査技師講習会

研 究 業 績
爵む
J記 (昭和35年 1月～12月 )

学 会 表 発

1)レ プトスピラの凍結乾燥に関する研究。大塚 悟 。真子憲治 :第 3回凍結および乾燥シ ンポジウ
ム,本 L幌市,昭和35年 7月 17日 .

2)レプトスピラの凍結乾燥に関する研究,第 3報.真子憲治・大塚 悟 :第 33回 日本細菌学会総会,
札幌市,昭和35年 7月 20日 .

3)細菌 DNAの型質転換並びに抗原性について.武原雄平 0坂本さつき0真子憲治 :第 33回 日本細
菌学会総会,本L幌市,昭和35年 7月  日.
4)Gibbs法 による水道水中のフェノールの測定について.松本久男 :九州山口薬学大会,福岡市,昭
和35年 10月 21日 。

5)燒虫症の自覚症状調査.高橋克己 :日 本寄生虫学会第18回西日本支部 。第13回 南日本支部合同大
会,山口市,昭和35年 11月 23日 。
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6)ナ ンコール乳剤の残留噴霧によるイエバエ成虫の駆除実験.山本英穂 :日

日本支部 0第 10回南日本支部合同大会,山口市,昭和35年 11月 23日 。

7)福岡県の放射能調査.森本昌宏・森 彬 :第 3回放射能調査研究成果発表会,千葉市 昭和35年 11

月25日 .

8)ジ フテリアの培地に関する研究.坂本さつき・常盤寛・真子憲治 :第 6回 日
方会総会,鹿児島市,昭和35年 12月 11日 .

西日本地
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附 :所 内 人 事 異 動 (昭和35年 1月～12月 )

職    名 氏  名 (所属課名) 日  付 入退所の事由

９

９

１０

尾

本

水

松

森

自

事

事

師

主

主

技

美与子 (庶 務 課 )
とも子 (庶 務 課)
立 夫 (化学試験課 )

福岡土木事務所より転任

本県衛生部医務課に転任

県柳川病院に転任

職 員 名 簿 (35年 12月 31日現在)

所属課名  職 名 氏   名 当所就任
年 月 日

所属課名  職 名 氏   名 当所就任
年 月 日

義太郎 31。 11.16

25。 11.30

34. 4。  1

30。 12.16

己

生

悟

穂

ヱ

ヱ

愛

乃

寿

夫

男

彬

郎

宏

男

子

ノ

明

ル

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

克

恭

　

英

ハ

ハ

豊

清

　

俊

幸

　

作

昌

久

政

マ

寿

根

橋

西

塚

本

屋

藤

波

保

田

村

村

　

元

本

本

手

田

串

羽

高

中

大

山

文

佐

灘

久

大

中

中

森

脇

森

松

井

福

小

用務員

課 長

研究員

技師補

技 師

課 長
研究員

技 師

技師補

細 菌 課
衛生生物課

30。  4.25

30. 8.11

33. 3.16

24.10. 1

24.10。  1

24。 10.

33. 6.

30。  1.

24。 10.

24。 10。

29。  7。

32.10。

32. 1.

治

正

新

子

憲

義

．
利

長

長

事

所

課

主
〃
　
　
〃

　

〃

子

　

納

崎

尾

原

田

本

見

原

盤

井

原

田

田

松

井

内

田

真

原

友

松

松

清

前

坂

西

武

常

武

梶

勝

石

重

武

武

永

庶 務 課

化学試験課

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

子

子

郎

き

之

平

寛

正

夕

枝

シ

子

子

子

満

与

　

一一
つ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

美

信

一
さ

保

雄

　

守

ツ

幸

キ

照

澄

い

課

〃

〃

〃

〃

〃

菌

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

細

汽缶士

課 長

研究員

技師補

技 師

技師補

衛生用務員

汽缶士





昭 和 36 年
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庶   務   課
福岡県行政組織規則に規定されている所掌事務のほかに,科学技術庁委託の放射能測定調査ならびに建

設省九州地方建設局委託の遠賀川水系水質調査あるいは,福岡市衛生局委託の塵芥処理現場降下媒塵調査

など関連の各種委託契約事務を処理してきた。他方,環境衛生関係の急激な業務量の増加に伴なう附帯事

務処理をはじめ,ポ リオ流行による本県指示のポリオ生ワクチン希釈分注作業関係附帯事務(6～ 8月 )も

加わった.さ らに第404半期に入ってからはウイルス業務関係施設整備の一環として組織培養室の新設を
完成するなど恒常的業務外の臨時的業務が多くまったく繁忙の年度であった0 (庶務課長  原  義正)

庶        務

機構と定員現員 昭和36年度における本研究所の機構は前年度と同様,定員現員は表 1に示すとおりで
ある.

表 1 年 度 別 職 員 定 員 現 員

年 度 層」

職 月」

一員一現

３４

一一員一定一員一現

３

一

３

一一員一定一員一現

３ ２

一一員一定

35 36

定員  現員  定員  現員

務

術

補

補

士

事

師

缶

事

技

主

技

汽

員

員

吏

雇

5

24

0

5

2

1

1

38

衛生用務員

用 務 員

計

表 2職 員 配 置 (昭和36。 12.31現在)

職 男」

課 男」

所長  課長  研究員  主事  技師
単純労務職員

汽缶士 衛務費 用務員

計

長

課

課

課

課

物

験

務

菌

生

試

計

生

学

所

庶

細

衛

化

24      17

△
〓

曇止
口 l

表 3 年 度 別 歳 入 覧

年 度 男」
区 分

32 33 34 35 36

衛 生 研 究 所 手 数 料

保 健 衛 生 事 業 委 託 金

の 収  入
費

8,968,578

833,200

196,790

5,430,729

15,429,297

6,278,905

1,109,000

235,680

8,919,615

16,543,200

6,726,555

866,000

4,226

9,419,273

17,016,054

6,953,803

527,000

27,360

16,198,934

23,707,097

7,487,585

667,760

15,373

22,025,385

30,196,103

そ

純 県

計

の  他

1
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表 4 年 度 別 歳 出 覧

年 度 男」
区 分

32 33 34 35 36

県
庁
費

給

料

当手

員

員

妻
ロ

吏

給

職

2,102,604

3,423,800

3,048,213

8,574,617

269,280

161,100

148,500

1,245,100

200,200

16,000

1,784,300

810,000

80,400

98,000

387,000

0

1,006,100

648,700

0

6,854,680

15,429,297

3,497,300

2,458,200

4,095,200

10,050,700

346,100

176,700

191,300

1,291,600

215,900

13,000

1,196,500

809,800

88,400

12,000

373,080

0

1,225,000

553,120

0

6,492,500

16,543,200

3,938,960

2,896,150

3,878,344

10,713,454

395,700

176,900

243,900

1,348,400

200,600

10,000

1,175,500

1,005,400

153,500

0

479,000

0

530,000

578,700

5,000

6,302,600

17,016,054

9,785,369

1,578,156

5,840,488

17,204,013

453,860

162,885

263,797

1,155,272

223,200

14,852

1,142,850

1,021,804

138,694

0

422,564

0

999,960

501,845

1,500

6,503,083

23,707,097

11,833,921

939,322

6,950,714

19,723,957

575,600

136,500

413,396

1,696,628

250,900

14,957

1,070,630

1,005,332

174,161

0

452,976

900,000

3,082,970

696,596

1,500

10,472,146

30,196,103

費

当

金

費

費

費

費

費

費

料

料

費

費

費

齢

手

　

品

　

　

本

水

搬

　

　

負

　

料

及び交

料

糧

製

　

運

数

繕

請

品

　

助

員

　

耗

　

　

刷

熱

信

　

　

事

　

材

鋪担

旅

職

賃

消

燃

食

印

光

通

手

修

工

備

原

負

衛

生

研

究

所

費

総 計

つぎに,本年度における委託調査業務関係費を表 5, 6, 7, 8, 9に 示す.

表 5 放射能測定調査費  (科学技術庁)

年 度 男」

区   分
32 33 34 35 36

旅   費
賃   金
消 耗 品 費

燃 料 費
印刷製本費

光 熱 水 費

通信運搬費

備 品 費
原 材 料 費

計

42,080

48,510

84,190

0

3,000

0

6,000

649,500

0

833,280

97,000

135,000

110,000

0

20,000

0

10,000

360,000

20,320

732,000

110,000

150,000

80,000

0

1,500

16,500

4,000

0

20,000

382,000

86,000

165,000

62,000

0

5,000

6,000

9,000

0

18,000

351,000

116,480

179,460

88,772

0

5,295

6,973

28,780

0

18,000

443,760
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表 6 遠賀川水質汚濁調査費 (九州地方建設局)

年    度    別
区

32    33 35 36
分

34

旅   費
賃   金
消 耗 品 費

燃 料 費
印刷製本費

光 熱 水 費

通信運搬費

原 材 料 費

計

0    58,900

0    24,500

0   169,200

0    14,600

0     3,000

0        0

0     4,000

0   102,000

0  376,200

54,000

55,000

205,200

26,000

3,000

2,100

0

138,900

484,200

24,000

33,000

85,000

0

0

0

500

33,500

176,000

24,600

33,000

65,000

0

0

0

500

20,900

144,000

表 7 福岡市じんかい調査費 (福岡市)

年 度 男」

区  分
32 33 34 35 36

賃   金
消 耗 品 費

印刷製本費

光 熱 水 費

原 材 料 費

計

15,000

35,000

1,000

2,000

27,000

80,000

表 8 経済企画庁水質調査費 (経済企画庁)

区   分
年    度 男」

32     33      34 35 36

旅   費
賃   金
消 耗 品 費

光 熱 水 費

原 材 料 費

計

195,200

665,960

41,480

49,400

287,910

30,000

120,400

19,220

17,820

30,300

8,000

75,340

36,420

897,580 529,190

表 9 福岡県土本部河川課汚濁水調査費 (福岡県土本部)

年 度 男U

区  分
32      33      34 35 36

費

金

費

費

品

料

耗

材

旅

賃

消

原

計

28,260

29,250

110,000

67,000

234,510
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表 10年 度 別

検 査 項 目

年

32

有 料  無 料   計

急

性

伝

染

病

　

そ

細
菌

ｏ
血
清
学
的
検
査

f益
培養検査1万

塗 抹 鏡 検

の

便

他

血清学的検査
{1露 `ずhfl寒

動 物 試 験

そ  の  他
の   他

4

76

22

20

151

7

173

6

445

35

78

151

結

　

核

塗 抹 鏡 検

培 養 検 査

化学療法剤に対する耐性検査

160

2,135

395

160

2,135

395

梅

鏡

ワッセルマン反応

毒  沈 降 反 応

緒  方  法
微研法 (ブ ラウニング谷口変法)

そ  の  他
凝  集  法
ガ ラ ス 板 法

カルデオライピン カァン法 (標準法)

検

他のそ

∫
l

|

920

1,029

714

920

1,029

714

検

査

鏡

検

抹

養

塗

培

淋

病

軟 性 下 府 菌 検 査

の

原
虫
寄
生
虫

ｏ

寄    生

そ

虫

ア

他

827

マ  ラ   リ

応

他

自

澄

他

反

の
　
　
　
　
の

血潜

そ

蛋

沈

そ

屎

　

　

尿

応

応

他

液

他

販
反
沈

学

の

髄

球

ヒ

　

　

Ｄ

血

ィ

　

　

６

赤

医

そ

脊

血
　
液
　
　
脳

そ

臨
床
検
査
（細
菌

・
血
清
学
的
検
査
を
除
く
）

血 液学 的検査

血  液  型

4 93 97

毒

毒

査

中

中

検

食

食

的

性

性

学

菌

学

菌

細

化

細

食

品

衛

生

121 129

3,023

4

2,957理化学的検査 (異物検査を含む)

そ   の   他 3
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試 験 検 査 覧

度 月」

33 34 35 36

有料  無料   計   有料  無料   計   有料  無料   計   有 料  無 料   計

22   3,286

95     535

6

1,956

110

83

519

3,308

630

2

024   6,002   8,

10      17

84      10

154

3

(736)

125   5,517

(736)

5,642

56

1,670

636

87     143

91   1,761

40    676

72

1,696

248

72

86   1,782

248

51

1,694

151

51

1,721

151

44

1,618

150

44

1,651

150

27

2      801

314

314

630

1,084

846

600     658

754

416

658     629

288   1,233

288     913

2 2

2,836     150   2,986   1,499 1,499   7,003 7,003    10,578 5    10,583

2

291     291

64

11      14      14

64

3

17 17

570

2,274

7     577

16   2,290

543

2,520

5     548

15   2,535

175

2,086

257

2,165

82

79

268

1,949

2

1

1

2
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表 10年 度 別

検 査 項 目

年

32

有 料  無 料   計

査

験

査

験

検

試

検

試

菌

学

菌

学

環

境

衛

生

水道水{花

井 水{犯
温泉 (鉱泉)泉質検査

そ   の   他 9

160

51

190

648

4

126

義ボ　　　　　　　　ロ田

医 薬 品 検 査

その他 の薬 品 検 査

殺 菌 剤 効 力 試 験

殺 虫 剤 効 力 試 験

駆 虫 剤 効 力 試 験

試 薬 品 検 査

22

17

3

2

172

13

62

栄

養

特 殊 栄 養食 品 検 査

そ   の   他

病 理 組 織 学 的 検 査

そ の 他

計 12,218 941    13,159

註 :( )内 数字は委託件数を示す
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試 験 検 査 覧  (っづき)

度 男」

33 34 35 36

有料  無料  計   有料  無料  計   有料  無料  計    有 料  無 料   計

175

264

215

789

31

454

〕

７１

９４

２０

１０

　

８０

５７

７１

９４

２０

‐０

　

８０

２０

　

３４

　

４

156

4 4

13,4775,35018,82712,4437,27519,71819,691(7ど:3)(2:ふ ::;と 22,795(1淵
(2:bl;:ふ

1      56 1 2
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細   菌   課

昭和36年の当課における一般細菌検査業務は昨年に比して大差は認められないが,本年の業務として特

記すべきことは 6月 30日 ～ 7月 31日 の 1ケ 月にわたり,弱毒生ポリオウイルスワクチンの試験投与を行な

ったことである。これに伴なって組織培養室の施設を整備し,ウ イルス係を分離して,こ の分野における

発展と充実に努力している。                     (細 菌課長  坂本さつき)

検 査 業 務

1糞 便 培 養 検 査

昭和36年 1ケ年間の培養依頼件数は3,833件 で, うち陽性件数は11件であった.検査依頼者は, 食品業

者ならびに給食関係者を主体にしたものである。分離菌型は Sん。メι″.2a5件 Sん。Zθ″.3a5件 およ
び sん .ノ lθ″.41件 であった.            (研 究員  西見 保之・技師  常盤  寛)

2 血液培養検査および一般細菌検査

昭和36年において血液培養検査および一般細菌検査として依頼された検査件数および検出菌の月別分離

状況は表11の とおりである。             (研 究員  西見 保之・技師  常盤  寛)

表 11 昭 和 36年 血 液 培 養 月 別 検 出 数

月 男」

分 離    菌
1    2    3   4    5    6    7   8    9   10   11   12     計

検   査   数
陽   性   数

」Bαθιιrグπ夕2z αηグ″αια夕1協

S″ψιθεθ
“
αS ποπんιποttιグεπS

S協んノθεθ
“
πS απππS

S滋んyJθεθ
““
s αttπs

BαεJJJグ  grain pOSitive

沼lαθグJJJ granl negative

fbι

“
グθ′んθκα5

１ ３

　

２

　

一
　

一

Ｈ

　

ｌ

　

一
　

一
　

一
　

１

　

一

８

　

４

　

一
　

１

　

一
　

２

　

一

１３

６

１

１

一

２

２

９

４

一

一

一

２

２

７

　

１

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

１

Ｈ

３

一

一

一

一

１

２

一

２７

８

一

一

３

一

２

３

一

１６

７

１

一

一

１

１

４

一

2  1

3 福岡県における赤痢菌およびサルモネラ菌の菌型ならびに薬剤耐性検査

301保健所別菌型 例年,県下各保健所より多数の菌型決定および薬剤耐性検査の依頼があったが,本
年は前年の依頼件数の約半数に満たないものであった.総依頼件数 318件のぅち45件は雑菌その他で検査

不能であったから実施件数は273件 (う ち 2件は S・ ′αz奴′んグB)に 過ぎなかった.各保健所別菌型は
表12olの とおりである.

表12olの ように, 本年分離 された赤痢菌の菌型は Sん。
"η
′ιθグ133株 で最も多く, ついで Sん。αι″。

2a71株 ,Sん。メι″.3a37株 で,そ の他の菌型のものは数件ずつ検出されたにとどまった。また地区別で

は,飯塚,宗像地区での Sん。
"η
πグによる集団発生例が認められ, しかも2月 ,11月 の冬期に大半は検

出されたものである.

302薬剤耐性検査 上に述べた分離菌 273株についての地区別,薬剤別耐性検査の結果,≧ 100mCg/ml

を耐性菌として表12o2に示した.

一　
一

一　

一

１

一

一　
一

一　

一

一　
一



二=41_

表 1201 昭 和 36年 保 健 所 別 菌 型

保 健 所 名

計
大
牟
田

山
　
門

門
　
司

三
　
瀦

直
　
方

筑
　
紫

田
　
川

粕
　
屋

遠
　
賀

宗
　
像

浮
　
羽

糸
　
島

朝
　
倉

飯
　
塚

菌 型

一

一

一

一

３

一

一

一

一

一

一

一

３

一

一

８

一　

一

一

一

一　

一

４

一

一

一　

一　

一

一

一

４

一　

一

３

一

９

一

一

一　

ぅ。

１

　

一
　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
　

一

１

　

一

４

一
　

一
　

一
　

一　

１７

一

一

２

１４

１

一

１

４６

一

８

一

一

一

８

一

一

一

４

一

一

１４

１４

一

一

一

４

一
　

一　

２

１６

一

一

一

４

一

一

一

３

一

一

一

〇

一

一

４９

４９

一
　

一

１

６

３

　

一
　

一　

２０

一

一

１

１８

La

1b

2a

2b
3a

3b
4a
4

6

z)ar. X
z)ar. Y

Sん。夕
"・

Sん・ ノ″・
Sん。ノ″・
Sん・ 夕
“
。

Sん・ ノ″・
Sん。ノ″・
Sん。タグ・
Sん。ノ″・
Sん。夕
“
・

Sん。ノ第・
Sん。ノ″。

Sん。  sοπηιJ

計

66

122

Salmonella paratyphi B - 2 2

表 12o2 地区別耐性菌保有状況 (≧ 100mcg/ml)

保 健 所 名   件数   SM CM TC

3・ 3菌型別薬剤耐性 分離菌 273株の各
種薬剤に対する耐性 (≧ 100mCg/ml)分布

を示したものが表12o3である。

表12o3か ら知られるように単剤耐性(SM

耐性)を示したもの 1株,二剤耐性のもの

4株,三剤耐性のもの31株,計36株で,す
べてが Sん

`igθ

〃α βθ″″θrグ であった.

(研究員 西見 保之・技師 常盤  寛)

4結 核 菌 検 査

昭和36年に依頼を受けた結核菌の検査件

数および陽性件数を月別にややくわしく述べ

ると次のとおりである.

塚

倉

島

羽

屋

川

紫

方

瀦

像

司

門

田牟

飯

朝

糸

浮

粕

田

筑

直

三

宗

門

山

大

4( 3.3)

14(77.8)

6( 30。 0)

0

0

0

0

4(100。 0)

0

0

4(100。 0)

1(12.5)

3(100。 0)

4( 3。 3)

13(72.2)

6(30。 0)

4(100.0)

1(12.5)

3(100。 0)

4( 3.3)

12( 66。 7)

4(100。 0)

1(12.5)

3(100。 0)

表 12o3 赤 痢 菌 の 耐 性 パ タ ン

単 剤 耐 性

SPI   CDI   TC   SiM:oCM  ChI・ TC  TC oS]野 I

二 斉」 耐 性 三剤耐性
菌 型

SM:o CRIoTC

Sん。ノ″・ la

Sん。 ./1′ιχ。 lb

Sん。ノ算.2a
Sん.ノ″.2b
Sん.〃ια.3a
Sん。ノグ.4
Sん.ノグ.6
Sん。 /Jι″・ υα″
Sん。 ./1′ι″。 υα″
だヌノう。 sθ 22ηιJ

4

11

13

31

一
３Ｘ

Ｙ

計

(%)

2

(5.6)

2

(2.8)

0

(5。 6) (86.1)
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401顕微鏡検査 頭微鏡検査の依頼件数は44件であった.検査方法は例年のごとく,主としてチール・
ネルゼン氏法にならって染色鏡検を行なったものであり,陽性数は 3件 (6.8%)で あって, 例年とほと

んど変わらなかった.

4・2培養検査 培養検査の依頼件数は1,669件であり, これに当初より耐性検査の依頼件数を含めると
1,719件である.こ のうち結核菌の発育を認めたもの217件 (12.6%)でぁった.ま た結核菌以外の抗酸菌

検出件数は20件 (1・ 19%)であった.
403結核菌の薬剤耐性試験 薬剤耐性試験の依頼件数は50件であった。このうち結核菌の発育が認めら
れなかったもの 9株および薬剤感受性のもの 5株で他の36株 (72%)は , ぃずれかの薬剤に耐性を示し

た.

このように近年,高い耐性率を示すようになってきたことおよび最近の化学療法剤としてサルファ剤の

使用ひん度が多くなっていることから, これからの結核菌耐性試験には, この点も考慮 しなければならな

いだろうと思われる.                          (研 究員  武原 雄平)

表 13 o l 結 核 菌 の 培 養 検 査 成 績

月 男」 計

検 査 結 果
1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12 総数   %

5。 75

1。 73

1.37

1.67

10.56

1.19

検 査 件 数

十

十

＝

冊

計

陽 性 数

|

菌 以外の
酸  菌

結 核
抗

表 13o2 結 核 菌 の 耐 性 試 験 成 績

月 男」 計

依 頼 条 件
1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12 総数 %

一

５ 〇

　

一

３

一

５

一

３

一

１

一

５

一

７

一

３

一

３

一

４

一

３

一

４

一

９

一

数

数
性

数
性

数
性

数
性

数
性

数
性

件
耐

件
耐

件
耐

件
耐

件
耐

件
耐

件

Sh′IoPAS

検

　

一
種

依

頼

　

二

種

依

頼

Ｓ

　

　

肛

杏一　
Ⅷ
　
　
ＰＡ
　
　
Ｎ

INH需驚
計

性
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5ウ イ ル ス 検 査

ウイルスの検査は昭和28年からインフルエンザについて,ウ イルス学的,血清学的検査を実施してきた



が,昭和36年にいたり後述のとおり新たにポリオの検査に必要な施設を整備し,
スワクチン試験投与における生ワクチンの希釈分注を行なった

501イ ンフルエンザ 依頼を受けたインフルエンザの検
査件数は血清学的検査およびウィルス分離検査ともに34件

であった.そ の成績は表 14に示すとおり,血清学的検査で

は
α
疑わしい"も のまで含めてB型 と判定したもの10例であ

った.ま たウィルス分離検査では 1株を分離し,B型 ウィ
ルスであることが確認された.

502弱毒生ポリオウィルスワクチンの希釈,保存,配分

昭和35年 9月 から門司,小倉を中心としてポリオの流行

がみられたが,昭和36年に入 り県内各地にしだいにひろが

表 14

ユー 43-一

また弱毒生ポリオウイル

昭和36年 インフルエンザウイル
スの血清試験および分離成績

件数 8 4 4)>!暑浴

ウィルス検査

件数 繰毅

血 清 検 査
型 別

Ａ．
Ａ２
Ｂ

計

fO
341: 34

24

0

34    7   4

り, 5～ 6月 にいたり患者の急増をみたので,弱毒生ポリオウィルスワクチン研究協議会よリセービンワ

クチンを受領し,試験投与することに決定し,当研究所において I型 ワクチン原液の希釈,保存,配分を

行なったので,そ の状況について報告する.

50201ワ クチン原液の保存 ワクチンの原液は空輸により 5mlの びんをドライアイスに詰めて輸送さ

れた.受領後は-20° Cの ディープフリーザーに保存した.

第 1回 は昭和36年 6月 23日 ,5mlの I型 ワクチン91本を受領し,以後 6月 30日 に 6本, 7月 5日 に446

本, 7月 8日 に32本,計 575本 を受領 した。

50202ヮ クチンの希釈と分注 第一回は 6月 23日 に原液 4本をおのおの P.Bo S.500mlに 希釈 し, バ

イアルびん39本に分注 し,分注後の保存はすべてディープフリーザー,ま たは 4°Cの冷蔵室を用いた.

以後 6月 30日 から 7月 31日 までに原液532本の希釈,分注を行ない, 一一応予定の作業は終了したが, さ

らに朝倉, 浮羽地区の試験投与が計画され, 11月 14日原液32本の希釈分注を行ない作業は終了した.

なお,希釈したワクチンの総計は 100ml l,509本 ,50m1460本であった0

50203各保健所への配分 50～ 100mlずっ分注 した ワクチン4本ずつを ドライアイス, または氷を詰

めたジャーに入れ, さらにこれらのジャー 2個ずつをもくめん (本綿)をつめた箱に入れて固定し輸送し

た.輸送は投与の前夜,ま たは当日の早朝,そ の地区に運搬 し,た だちに投与を行なったが,やむなく翌

日使用する場合には 4°Cの冷蔵庫に保存 した.

502・ 4以上を総括すると,保存期間をなるべく短縮するため分注は投与の前日か,ま たは 2日 前に行な

うことにした。しかるに,た またま13保健所におけるワクチンの投与が対象人員 16万人に対し,ほ とんど

時期を同じくして行なわれた結果,当研究所においてもまた,そ の需要に応ずる必要から早朝より希釈 ,

分注,荷造 り等の作業を行なったが,連 日深夜におよぶありさまで,猛暑とあいまって係員の疲労もはな

はだしかったが,幸いに全員一致して無事に作業を終了することができた.

503ウ ィルス検査室の整備 ウィルス検査施設の整備は当研究所においても昭和35年から計画していた

が,予算難のため実現が延期されていたところ,そ の後ポリオの流行が国内各地にみられるにいたり,こ

れに対する世論もようやく活発となったため,世論を反映して昭和36年ポリオ検査に要する整備費の国庫

補助,10都道府県分900万円が確定した.当県においても補助申請中であったが,た またま前述のとおり.

弱毒生ポリオウィルスワクチンの投与が緊急を要する事態となったためにこれに伴なって,ワ クチン投与

後の調査研究の必要から本県におけるウィルス検査施設の整備も急速に軌道にのり,組織培養に必要な器

械,器具の購入,検査室の改造等の整備を行ない,懸案のポリオウィルスの調査研究を実施しうる段階に

始めて到達 した。       (細 菌課長  坂本さつき。研究員  武原 雄平 0技師  武井 守正)

研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである。
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本年度内に研究完了したもの

1)腸管内における赤痢菌の耐性獲得についての観察
2)コ レラ菌の培地に関する研究

前年度より継続しているもの

1)ジ フテリアに関する研究
a)保菌状況調査
b)免疫調査

本年度新規に研究を開始したもの

1)福岡県における腸管系ウィルスの保有分布調査ならびに免疫調査
2)螢光抗体法によるインフルエンザの診断について

当課の研究業績のうち,昭和35年内に学会 0誌上発表したものについて以下抄録する

1 昭和34年福岡県において分離した赤痢菌の薬剤耐性
坂本さつき・武原雄平・武井守正 福岡県衛生研究所報  8,45-48,1959。

私共は例年,福岡県下において分離された赤痢菌の菌型と薬剤に対する感受性の推移について検討をく

わえているが,今回も昭和34年 1月 から12月 までの 1年間に分離した赤痢菌 1,111株 について実験を行な
い,次の結果を得た.

1)福岡県下 15地区の赤痢菌から100株の耐性赤痢菌を検出したが, 地区別または菌型別特異性はほと
んど認められなかった.

2)薬剤耐性菌のうちでは,多剤耐性株が55%であり, SM oCMの 2剤耐性株 6%, SM単 剤耐性株
9%,お よび TC単剤耐性株30%でぁった.しかしTC単剤耐性株の大多数は集団発生によるものである.
3)昭和33年 8月 に実施した耐性試験の結果,当時耐性菌であったもののうち 8株を用いて, 1年 3ケ

月後に再び耐性試験を行なったところ, 4株は耐性を維持していたが, 4株は感受性菌に復帰していた.

2 敗血症症状を呈する一患者から分離した Diphtheroid Bacmusに ついで
坂本さつき 0常盤 寛 0古賀重久*福岡県衛生研究所報  8,55-57,1959。

著者らは,昭和34年福岡県立朝倉病院に入院中の敗血症症状 (臨床診断:敗血症性心内膜炎)を呈する一患

者血液よリグラム陽性の拝菌を分離した。本菌は顕鏡,生物学的性状の点から,Cοη″ιらαθιιttπ ′Sθ%あ _

ノ″んιんθrJιグε
“
7,2に きわめて近似していたが,患者は終始重篤,かつ臨床上なんらジフテリア様局所症状を

示すことなく,強力な抗生剤の治療のかいなく死亡した.分離菌は 6回にわたる静脈血,動脈血より3回

同一菌株を分離したが,抗生物質使用中は培養陰性であった。本菌の形態学的性状は,短繹菌で両端また

は一端に異染小体をもったあたかも球菌様を呈するかのごとくであるが,ま た生物学的性状は10種の糖を

分解せず,運動性0,硝酸還元0, インドール0で,C・ pSιZあグ″んιんθ夕‐グ″π解が SaCCharOSeのみを分
解する点相違するところである.培養上の性状では,血液寒天でやや小さく半透明,正円,荒川培地上で

は,C.″″んιんθr″ type 2Jιグsに近似する集落を認め, またレフレル血清培地では灰自色, 湿潤正円形
の集落をつくる。本菌は毒性検査において毒素産生を認めず, 8種の抗生物質に対し,StreptOmyCin,
chloramphniCol,tetraCyClinに >50mcg/mlの耐性を示したが, その他は,〈 6.25mcg/mlの 感受性

値を示した。

3 福岡県のジフテリアの疫学的調査 細菌学的事項
坂本さつき・高橋克己・常盤 寛 福岡県衛生研究所報 8,52-54,1959.

昭和33年福岡県下ジフテリアの疫学的調査の一つとして,小学校学童,お よび県下 4地区の市町村一般

住民について,保菌者検索を実施した.

ウ:福岡県立朝倉病院
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調査対象 春日小学校488名 ,当仁小学校857名 ,志免小学校911名,お よび八女,三井,豊前 ,・ 福岡の
市町村住民1,122名,総計3,378名 である.

調査方法 被検者の咽頭粘膜を滅菌綿棒で擦過した後,た だちに荒川培地に塗抹,48時 間培養後,術式
にしたがって検査を行なった.

成績 春日校の学童は, ジフテリアの集団発生をみたその後の調査ではあったが, ジフテリア菌 15株

(type gπ υぉ 12株 , type π″グs2株, typeれたr徽グ
`;ι

ιs l株)が検出され, 志免校でも15株 (type
gzυグs ll株 , type πクグs3株, typeグπι″ ″

`;″

sl株),当 に校では 11株 (type gπυJS 9株, type
π″グSl株, type`;ηたrπθグ

`;%sl株
)お よび市町村一般住民においては 7株 (type gttαυグs5株 , type

れたr2″グπs 2株)であり,分離菌の菌型は type gzυグSが圧倒的に多く,保菌率は小学校学童合わせて
1。 81%,一般住民は0。 62%でぁった.分離菌の毒性検査はin ViVOと in VitrOの 両者を併用した結果,総

分離株中 in ViVOで有毒株20株,無毒株28株,ま た in VitrOでは,有毒株21株,無毒株27株で,両者の

合致率は95.8%でぁった.な お菌型別毒性については, 有毒株の大半 (type gπ υグs20株, type ttιθr―
物″
`;%s2株
)は type gttαυグSであった.

薬剤耐性度については, Streptomycin,chloramphenicol,tetracyclin, penicininぉ ょび erythro―

myCinの 5種薬剤について検査したが,分離菌の感受性はきわめて高く,最も高い耐性値を示したと思わ

れる StreptOmyCinに 対 して 1株 50mcg/mlを不した以外は,大半 >5mcg/mlで ぁった。

4 犬から分離せられた抗酸性菌の研究 第 3報

真子憲治・坂本さつき。武原雄平 0戸田忠雄
*・ 武谷健二

* 
福岡県衛生研究所報  8,57-58,1959。

私共はこれまで当所および各保健所で捕獲 した野犬 295頭の腸間膜 リンパ腺および肺門リンパ腺につい

て抗酸菌を検索し,25株を検出して本所報 6(1957)に 報告したが,今回はこれら抗酸菌のうち 8株を用

いてツベルクリン蛋自πを精製し,ツ ベルクリン反応を中心に分離株の分類を試みたので,そ の成績を報

告する.

1)実験に用いた 8株のうち6株は「 ツ」反応および生物学的性状の結果から人型結核菌と思われる.

2)2株 は Nθ 7Zあ知η ηOπsに近いものと思われ, また 2株はπを精製することはできなかったが,
感作動物による交叉「 ツ」反応によれば Nθηあ御夕ηgθηθZSと 推定された.

丼九州大学医学部細菌学教室
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衛 生 生 物 課

昭和36年,当課の検査業務の面では,前年にひきつづき福岡市内県立高等学校生徒の寄生虫卵検査依頼

による寄生虫卵検査件数の増大がみられるほか,食中毒の頻発による食中毒検査件数のいちじるしい増加

がみられたが,他は例年に比 し大差なかった.研究業務の面では,従来継続してきたもののほか,本年福

岡県における食中毒の頻発にかんがみ,本県における細菌性食中毒の原因調査に関する研究の推進に努力

した.ま た近年やや下火になった観があるが,本県においては過去に一度ならず日本脳炎の大流行 (昭和
31年,昭和33年)を経験 しており, この分野における疫学的研究の必要性が痛感される.た またま,当課
では従来血清学的検査係において日本脳炎患者血清の血清学的検査を行なってきており,ま た昭和34年 よ

り衛生昆虫係を設けて伝染病媒介昆虫の調査研究を遂行できる体制にあるので,本年より寄生虫・臨床検

査室,血清学的検査室,衛生昆虫室の三者協同で日本脳炎の疫学的研究を多角的に行なうことになった.

(衛生生物課長  高橋 克己)

検 査 業 務

1 食品細菌・獣疫検査

昭和36年の食品細菌検査および獣疫検査は次のとおりである。

101食品および食中毒の細菌学的検査 一般食品および牛乳,乳製品,缶詰,清涼飲料水,醸酵乳,乳
酸菌飲料などの検査は210件であった.食中毒は73件で,魚介類に起因するもののほとんどは病原性好塩

菌によるものであった.10月 に甘酒による食中毒が多発 したが,いずれの甘酒からも腸球菌が純培のごと

くに検出された。

102水質検査 昭和36年の水の細菌学的検査件数は395件であった.そ のうち,(井水が215件不適59件 ,
27.1%),水道水 (含簡易水道水)が 175件 (不適 0),そ の他の水 (河川)5件 (不適 1件,20%)であった .
1・ 3環境衛生検査 (含効力検定) 団体より依頼された空中落下細菌によるもの 5件で,魚体および氷
塊中の C.To C.の含有量検定が 8件あった・              (研 究員  中西 恭生)

表 14 昭 和 36年 食 品 細 菌・ 獣 疫 検 査 一 覧
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2寄生虫 0臨床検査

昭和36年における寄生虫検査依頼は10,576件で,そ の大部分は福岡市内の県立高等学校生徒の検便であ

ったが,残余は市内官公庁,事業所の定期的衛生管理検便によるものであった.普通塗抹法による虫卵陽

性率は,総合陽性件数404件 ,約4.3%であり,虫卵別陽性数およびその百分率は虫回虫卵201件 (2.1%),鉤

虫卵111件 (1.2%),鞭虫卵65件 (0。 7%),横川吸虫卵 9件 (0.01%),焼虫卵 4件 (0。 004%)で あった.そ

の他に,虫回虫卵 0鉤虫卵共有 4件 (0。
004%),鉤 虫卵・鞭虫卵共有 2件 (0。 002%),虫回虫卵 0鉤虫卵・鞭虫

卵共有 1件 (0・ 001%)が みられた。

駆虫薬効力試験依頼は 2件で,いずれもピペラデン製剤の焼虫駆除試験であり,そ の駆燒虫試験成績は

次のとおりである.な お本試験は福岡市内の一小学校児童のうち燒虫卵保有者に対 して行なったものであ

る.

本年の臨床検査は,血液型判定試験の44

件を主とし,血液像検査 2件,血色素測定
5件,血球数算定 7件,潜血反応 2件,脳

脊髄液検査 6件,一酸化炭素中毒検査 1件

であった。

(衛生生物課長  高橋 克己)

表 15 ピ○ラOP錠 による駆焼虫成績

学年  投薬者数 陰転者数
投 与 法
1日 量  投与 日数
(g)   (日 )

陰転率

(%)

23

21

42

86

1。 0

1.0

1.6

21

21

41

83

91。 3

100

96.9

96.1
3虫      疫

昭和36年中に,衛生昆虫およびダニ類に

関し,試験・検査依頼のあったものは,衛

生昆虫同定 1件で, これは福岡県筑紫郡太

宰府町字横岳の新築家屋に Cツク″0′んαgzs

Speの幼虫が異常発生 したことによるもの

であったが,家屋住民にはなんら衛生上の

被害は認められなかった。

(技師  山本 英穂)

表 16 ピ○ラ○錠による駆焼虫成績

計

投 与 法
学年 投薬者数 ―丁百亘丁≡麗喜百薮:

(g)   (日 )

陰転者数
陰転率

(%)

1.6

1.6

1.6

73.1

90。 0

100

89。 5

4血 清 学 的 検 査

昭和36年における血清学的検査の概要は次のとおりである。

401梅毒血清学的反応検査 検査依頼件数は2,564例で前年とおよそ同様であるが,陽性477例 ,陽性率
18。 6%と 前年より高率になっている.こ れは病院よりの治療患者の検査依頼数が増加したためと思われ
る.また定量法を希望する例が年々増加していることが目立っている。

表 17 昭 和 36年 梅 毒 血 清 学 的反 応検 査 一 覧

計

月 男」

検  査  法 計
1     2     3    4     5     6     7     8    9    10    11    12

陽性率

(%)

凝 集。法{奮種
緒方法

{1奮縫:
′社 粘

スライド法{攪穫

ュ  J件数百1  ミ陽性

66

10

59

7

37

8

162

25

60

11

53

10

36

11

149

32

164

19

164

21

61

12

389

52

60

19

60

18

34

11

56

6

56

7

27

1

139

14

195

39

55

6

171

43

421

88

325

52

150

40

168

37

176

35

92 239   2,564

44    477

17.3

16.9

22.5

18.6
11
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402日本脳炎補体結合反応検査 昭和36年における日本脳炎の発生は前年とおよそ同様であるが, 7月
に発生が比較的多かったことが例年と異っている.ま た陽性例も前年より多く30例で,陽性率は24。 3%と

前年より10%高率で, 死亡率が比較的高かったことも目立っている。 しかし抗体価は前年とおよそ同様
であった。                                 (研 究員  大塚  悟)

表 18 昭 和 36年 日本 脳炎 補体 結 合 反 応検 査 一 覧

月 男」 陽性率

(%)
計

123456789101112

123

30 24.3

13    14

b

数

数性

件

陽

31

研 究 業 務

本年度当課で行なった研究事項は次のとおりである.

本年度内に研究完了したもの

1)嘉穂郡某炭坑におけるフイル氏病の発生についての調査
2)醸酵乳および乳酸菌飲料に関する研究
3)乳酸菌測定用培地に関する研究
4)病原性好塩菌およびコレラ菌腸球菌新分離培地に関する研究
前年度より継続しているもの

1)Staphy10COagulaSeの 抗原性および免疫学的研究

2)県下におけるレプ トスピラ症の分布調査
3)レ プ トスピラの凍結乾燥に関する研究

本年度新規に研究を開始したもの.

1)腸中菌の食中毒と胃 0腸炎毒素に関する研究
2)福岡県における日本脳炎の疫学的研究

昭和36年内に学会・誌上発表した当課の研究業績を以下に抄録する

1 レプ トスピラの凍結乾燥に関する研究
大塚 悟 。真子憲治 日本細菌学雑誌  16(9), 814-818,1961;Japan.J.Microbi010gy 5(2),
141-148, 1961.

従来レプトスピラの凍結乾燥による保存については困難視されていたが,私共は菌液,媒液,復水など

種々の角度から実験を進めた結果, 普通の凍結乾燥の方法により, レプトスピラの凍結乾燥も可能であ
り, これによって 2年間の保存に成功し,かつ保存されたレプトスピラの病原性ならびに血清学的性状に

は変化は認められなかった.

2福岡県嘉穂郡某炭坑におけるワイル氏病の発生について

真子憲治・大塚 悟 第 8回 日本伝染病学会西日本地方総会 (昭和36年 12月 )

昭和36年 3月 から9月初旬にかけて,嘉穂郡某炭坑の坑内夫に10名のフイル氏病が発生, うち 1名が死

亡した.私共は感染源などについて調査すると共に菌分離などについて, 2, 3実験を試みたので報告す

る.

1)患者発生状況 :患者発生時の坑内は多湿で,坑内温度 25～35°C,レプ トスピラの発育至適条件を

備えていた。患者発生は 3月 1例 , 5月 2例, 7月 5例 (1例死亡),9月 2例であった.

2)患者血清についての血清反応 :患者からの菌分離はできなかったが,採取した 8例の患者血清 (発

1
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病 9日後から 6カ 月のもの)について,L.物 ηんα銘2″効αJ″,L.“η」θθ滋,L.んιみあπαtts,L απι_
ππηα″s,L απダ箔αιグsA,L.´ッ郷θFηθs,L.ιαたυ″θぉょび Lo αηααπαη Aの 8株を抗原として,
Schiffner―Mochtar反応を行なった結果,すべて L..ね物‐θた。に対して最も強 く反応を示し,かつその
価は300倍 1例 ,1,000倍 1例,3,000倍 5例,10,000倍 1例であった.

3)抗内の捕猟についてのレプトスピラの検出 :生捕した鼠 (ド ブネズミ)16匹 の腎乳剤について,暗
視野鏡検, 培養,モ ルモット接種を行ない,「 レ」の検出分離を試みた結果,16例中 9例 (56。 25%)に

「 レ」が検出され, 9株を分離 した.こ れらの 9株は血清学的検査, 動物接種実験により Lグθιιηんαθ―

2″効αgグαθと推定された。

4)坑内水についての調査 :坑内 8カ所の坑内水について, 鏡検, 動物接種を行ない,「 レ」の検出
を試みたが陰性の結果をえた。

5)分離培地の検討 :分離用培地として, Korthof培 地と COX培地を用い,両者の比較を行なった
が,Korthof培地で 7例 (43。 75%),Cox培地で 2例 (12.50%)で Korthof培地がすぐれていること
を認めた。また両者に 1%の割に寒天を加えた固形培地で数例について「 レ」の分離を行なった結果液体
培地より劣るが分離用培地として使用しうることを認めた.

6)固形培地における新分離株の C02要求性について : COX培地に 1%の割に寒天 (Difco)を 加
えた固形培地における C02要求性を追求した。 1%C02含有下では全株発育するが, 3%以上では発育
せず密閉下では 6株が少数の集落形成,空気中では集落形成までには至らない自濁程度の発育を示 したも
のが 3例あった.なお集落は培地表面下に形成され,円 形またはモザイク状を示した.

7)予防対策 :患者の発生した坑内に「 レ」保有鼠が高率 (約56%)に 認められたことから当然高度
の坑内汚染も考えられ, ワイル氏病が発生したものと思われるので予防対策として坑内鼠の撲滅,石灰撒

布による坑内消毒,休憩室の石炭酸噴霧消毒,坑内水の飲用禁止,ゴ ム長靴の使用などを行なった.

3 醸酵乳 (原液)および乳酸菌飲料に関する研究
中西恭生・久保清乃 畜産の研究 15(9),17-21, 1961。

最近ヨーグル ト類を始めとして醸酵乳ならびに醸酵乳を主原料とした乳酸菌飲料の進出はめざましく,

県内においてもその醸酵乳製造業者は20数軒におよび,市販品の消費状況もきわめて広範囲でかつ高位を

示している.しかしこれらの製品はいずれも販売に際し,そ の標示宣伝には活性乳酸菌多数含有としてい

るが,私達の培養試験の結果では宣伝文句とは異なり活性乳酸菌の皆無の品がほとんどであった.こ れら

市販品を栄養価値の点から考えると牛乳に比べて劣るが, しかし乳酸菌飲料はヨーグルトとは異なり純粋

培養した活性乳酸菌を供給することを主目的とし,乳酸菌の医学的効用を加味しているので,栄養価値はと

もかくとしても食品衛生学的には良的で,かつ活性乳酸菌が純培養の状態のものでなければならない.県

下の製造業者の製造過程をみると脱脂乳を主原料とし,それにマザスターターを接種し 39°Cの恒温器内
に培養し,乳酸醸酵によって生じたカードをホモゲナイザーにて粉砕し,そ の後シロップ水および香料など

を混じ攪拌均質化したものを原液としさらに希釈水にて数倍に希釈したものを乳酸菌飲料としているので,

当然活性乳酸菌が多数含有されているものと思われるのであるが,実際は皆無に近い状況で飲用者の主目

的に反している.我々は指導的立場から活性乳酸菌が皆無になる原因また長期生存にたえない所以を調査

研究し次のことを明らかにしたぃ

供試乳酸菌 (L・ ιπむαrグεπS,Lo αεグあ夕ん〃ZS)は 脱脂牛乳を乳酸酸酵し自から産生した乳酸によって

pHがいちじるしく下降し3.3～3.2に達する.こ のようなスターター中に48時間これらの菌を放置すれば
ほとんど死滅してしまうことが認められた.そ うして L ιπむαrグθπsお よび ん。αεグあ夕ん〃%sが割合長
く生存する pH域 を検討するために乳酸およびクエン酸について実験した。これに よれば L αεがあ′ん―
ダ%sの生存に障害を与える乳酸の pHは 4。 2以下で, クエン酸の pHは 3.5以下であった。また ん。み%′―

gαttπsの生存に障害を与える乳酸の PHは 3.5以下でクエン酸の PHは 4。 2以下であった.こ のことに

よって製造者はスターターの培養中は常に pHの下降状態を知らねばならない。 もし培養中これらのこ
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とに無関心であれば乳酸菌はすでに死滅し,活性乳酸菌の全然いないスターターで原液が調製され需要者
の意思に反する製品ができることになるので, 留意せねばならない。 次に砂糖分の濃度と乳酸菌との関

係を実験的に検討した。乳酸菌は砂糖分の30%に おいては約 1週間で活性がいちじるしく低下しまた菌数

も減少するが,25%では20日 間おいてもいちじるしい活性の低下また菌数の減少は認められなかった.し

かし現在の醸酵乳中の糖度の平均は75%以上であり,こ の中で乳酸菌を活性に保持することは不可能で,

醸酵乳中の乳酸菌を長期にわたり活性を維持するには砂糖分の濃度を25%以下にするべきで, これ以上の

甘味を必要とするならば乳酸菌の生存にほとんど影響が認められない人工甘味剤の使用によらねばならな

い.ま た防腐剤 (D.Ho A― Na)の添加と乳酸菌との関係について検討したが本剤はクロレラ成分醸酵乳に

のみ許可されている使用量すなわち lkgに つき0。 04g以下では乳酸菌に対する影響はほとんど認められ

なかった.以上述べた結果から醸酵乳原液の調製を pH 3.5～3.6ま た糖分 (特に砂糖)を 25%と すれば

原液中の乳酸菌の活性をかなり長時日保持することができた.現在 lml中 の乳酸菌数は醸酵乳 (原液)
1千万,乳酸菌飲料100万 と規定されているが本実験においては製造後 16日 間においてもなお 1億以上の

活性乳酸菌数を認めることができた.

4 乳酸菌数測定用培地に関する検討
中西恭生 。久保清乃 畜産の研究 16(1),47-48,1961

近時醸酵乳ならびに醸酵乳を主原料とした乳酸菌飲料がぞくぞくと進出し,県内で市販に供せられてい

る種類は大約30数種に及んでいる。これら醸酵乳ならびに乳酸菌飲料に含有される乳酸菌数測定に関する

要望がある。乳酸菌を単に発育させるための培地は従来から知られかつ利用されているのが数種あるが,

乳酸菌数の測定用培地として充分な性能を具備した培地はなかなか見当らない。しかし最近になって多数

の人々の研究によって充分とはいえなくとも一応検査目的に添うことができるようになった。

現在市販されている醸酵乳におもに使用されている乳酸菌種が L・ ιπむαγた%S,L・ αθ蒻

"π

〃πS,S″簿

滋″お などの小数に限定されているので乳酸菌数測定用培地として使用可能な培地でありまたおもに使用

さ れ て い る 培 地 は Plate― COunt agar, TOmatO juiCe agar, BriggS変 法 TOmatO juiCe agarお よ び

Lactic agarであろう.

乳酸菌数測定用としての培地であるためには醸酵乳および乳酸菌飲料などに含まれている活性菌を一つ

でもより多く測定しうる培地が望ましいので私共は種々培地を改良し最終的に次の内容の培地を作製し

た.

組成 :TOmatO juice 40ml,1%牛肉ェキス 60ml,Polypepton l.5%,Glucose 3%,NaC1 0.2～ 0.3

%,Tween 80 0.lml,Extract of yeast O.6%,寒 天2.5～3.0%pH 6.5± 0.1

この培地によって測定すれば前記のいずれの培地に比較 してより多 くの乳酸菌の測定ができうる。

5 日本産 E滋醜α属数種のシノニミックノー ト

井上 寛*0山本英穂 昆虫 29(1),72-78,1961(英 文 )。

福岡県における EグJθπα属蛾幼虫による皮膚炎発生例をさきに九州産同属の種の目録 とともに報告
**し

たさいに,日 本産 Eグιιπα属は分類学的にいちじるしく混乱 しているために正確な種名の適用が困難であ

る点を指適 したが,そ の後筆者らは日本産本属の分類学的再検討を行なって, うち 5種 を次のように整理

した。

1。 EグZιπα ttιυお (Butler, 1877)

=Lグ′んοsグα′αιυお Butler, 1877,Anno Mago Nat.Hist。 (4)20:398.

=Kαιんαα夕″グθα Butler, 1885, Ciste Entom. 3:115。

=Lグ焼θ∫グαηグgr4/ンθηs Hampson, 1894。 Fauna Brit.Ind。 ,MothS 2:84(parto nec Moore,1872).

=2Lグι′ιοsグαグιクJαηα Leech, 1889, Proc.Zool. Soc. London 1888:600(part.P nec Esper,

着東京農業大学 育種研究所. 料 福岡県衛生研究所報 8,89-91,1951。
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1786).

:? Lithosin ?aaescens Leech, 1899, Trans. Ent. Soc. London 1899 : 183 (part. ? ncc Butler,

t877).

:Ilema conformis Flampson, 1900, Cat. Lep. Phal. Brit. Mus. 2: 146 (part nec Walker,

18s4).

:Ilema sororcula lVliyake, 1910, Zool. Mag. Tokyo 22(262) : 407, pl. 11, f. 14 (nec 28)

(nec Hiifnagel, 1797).

:Lithosia hakiensis Matsumura, 1930, Ins. Mats. 5(1/2) : 37, pl. 1, f. 11 6.

分布 :日 本 (本州,四国,九州 )

2.Eグιθπα ω″αηα (Leech,1889)
==エガιλοsグα εθrιαηα lLeech, 1889, :Proc. Zool. Soc. :London 1888:600, pl. 30, f. 13.

=Eグ′ι,92α  gグηα Okano, 1954, Anno R_ep.Gakugei Fac.Iw・ ate Univ.7(2):62, f。 1.

分布 :日 本 (北部本州),朝鮮

3.EJZθπα ηαttJηJθα (Daniel, 1954)

=Lづιんθsグα ηαηたグπgたα Daniel, 1954,Bonne Zoolo Beitr.5(1/2):117,f.ao b.

=2Lグ′乃οsグαα//tiη
`ο

ノα Lcech, 1889, Proc.Zoolo Soc.London 1888:600(nec Brelner, 1864).

=1〕グ′ιηzα σογιαηα Okano, 1954, Anno Rep.Gakugei Fac.Iwate Univ.7(2):62(nec Leech,

1889).

=E″ι′'ηαノα夕θηグθα Okagaki, 1958, Icon.Het.Jap.Colore Nat.2:201, f。 133E, pl.119, f.

2526(nec Leech, 1889)。

=Eグ′ι綱,α グτυαttη sづs Okagaki,1958,Icon.Het.Jap.Color.Nat.2:201,f.133H(nec Oka―

no, 1957).

=EグJι′′ηαグτυα′ιη∫お Yamalmoto, 1959, Icon.Ins.Jape Color.Nat。 1:97(Parto nec Okano,

1957).

分布 :日 本 (北海道,本州,四国,九州),朝鮮,中国

4.Eグιθπα ιsグηJ`;ηgJθα (Daniel,1954)

=Lグ′んθsグαぉグηJグηgグεα Daniel, 1954,Bonne Zoolo Beitr.5(1/2):115,f.71。

=EグJι ,,ηαグ凛,αιιηsグs Okano, 1957, Tyo to Ga 8(2):16, ff。 1, 3aj.

分布 :日 本 (本州,九州),中国
5.Eグルπαルsθοαοrsα″s(Matsumura, 1930)

=Lグ湯οsグαメπsθοグοttα′づs Matsumura, 1930,Ins.Mats.5(1/2):37,pl.1,f。 18♀ .

=Lグ励θsグα yοたθんαπαι Daniel, 1954,Bonno Zoolo Beitr.5(1/2):118,f。 76 a b c.

分布 :日 本 (本州,四国,九州,対馬),中国

6 有毒鱗逢類の研究,日本産 Eκ
`夕

ηα属の分類再検討

山本英穂 第13回 日本衛生動物学会総会 (昭和36年 4月 1日 )

Eルη2α 属の分類学的再検討を行なった結果,筆者は日本産として12種 を確認し, うち5種については
さきに学名の整理改更を行なった (前報)が , さらに検討した結果,前翅第10脈が中室上角より発するも
の (第 1群)と 前翅第10脈が中室より発するもの (第 2群)に類別できることを知った。

第 1群:E ιθαυグS(Butler,1877),E.αθ′″ssα ′αυιs“ηs(Butler,1877)
第 2群:A亜群,前翅第 6脈は中室上角近く発し,雄交尾器の COrnutiは 円錐形,雌交尾器の ductus
SeminaliS基 部は膨大して副嚢を形成する.Egだιθοル α磐郷θ″ (Butler,1877),E.οたαηθπグs lnoue,
1962, E.滋′οη」δα(Leech, 1889), E.ジα′θ″」6α α

`iη

。′zお (Miatsumura, 1927), Eo ηαηた′″g」6α l(Dani―
el, 1954), E.′∫″ιグηg」θα (Daniel, 1954), E.ε ottθαηα (Leech, 1889, E.グ♂θηθttθιια (Walker,
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1863); B亜群,雌交尾器の duCtus seminalis基部の副嚢は根跡的.Eπ
`;η

οr Okano,1954(P=Lグ _

ιんοsグαメ%%減焼α Hampson,1894); c亜 群,前翅第 6脈は横脈中央近くから発し,雄交尾器の
°
COrnuti

は微細な毛状,雌交尾器の副嚢を有する。E εrグbηια (Staudinger,1887);D亜群,前翅第11脈は第12
脈とつづれず,雌交尾器の副嚢はない.Eメπsεοあ rsα Jグs(Matsumura,1930)。
これらの群および亜群に対する属名・亜属名の決定は今後の検討に侯ちたい。

現在までに確めえた Dιθttα 属幼虫による皮膚炎の発生例はすべて E。 メ″sθοあ rsα″s Matsumuraに

よるもので,そ の記録は栃木 〔堤 (1960)〕,静岡 〔小林 (1958)〕 ,愛知 〔田中 (1896),長野 (1915),
森下ら (1956)〕 ,京都 〔田中 (1896)〕 ,大阪 〔田中 (186)〕 ,広島 〔長野 (1915)〕, ?島根 〔長野
(91915)〕 ,徳島 〔堤 (1960).山本 (本報)〕,福岡 〔小林。(1958)〕,長崎 〔長野 (1915),伊藤 (1960)〕
の各県からであった.

7 燒虫のスコッチテープ検査法における燒虫体の附着検出率について
高橋克己・灘波豊愛 日本衛生検査技師会雑誌 10(2),39_43,1961.

燒虫卵検査法としてのスコッチテープ法においては, 採卵と同時に しばしば虫体自身のテープ附着を
見,虫卵鏡検の手間が省けることが少なくない。これはスコッチテープ法が燒虫の産卵生態に適合した検
査法としては当然のことであるが, この焼虫体の附着検出率とスコッチテープ法検査成績とについて検討

した報告はないようであるので,私らの調査した所見を述べる.ス コッチテープは東京寄生虫予防会発売
のものを使用,調査対象は福岡市当仁小学校児童 1,300名 ,採卵は,第 1回全乳  鏡検後陰性者のみ第 2
回採卵, さらにその鏡検陰性者に対 し第 3回採卵を行なった.各回の間隔は15～ 30日 .各回検査の時,鏡
検と同時にテープの燒虫体附着を確認した.そ の成績は次のとおりであった。
1)雌燒虫体のテープ附着率は燒虫卵陽性率とおよそ比例し,検査回数の経過とともに両者は逐次減ず
る.すなわち第 1回検査では虫卵陽性率42.4%に 対し虫体附着率は15.4%,第 2回検査では前者31。 7%後

者900%,第 3回検査では前者 15。 9%後者 7.1%で全検査の平均では燒虫卵陽性 64.3%で雌虫体附着率は
13.1%であり,焼虫卵陽性者採卵テープの約%に虫体が認められた.
2)附着虫体数は 1匹のものが81.4%で大部分を占めるが, 2匹のもの10.6%, 3匹 のもの3.5%, 4

匹のもの1.8%, 5匹 , 6匹 , 7匹がおのおのO.8%でぁったが,検査回数の経過とともに附着虫体数の 2

匹以上のものは急激に減少する.

3)燒虫のテープ附着率には男女の性別的差異はなく,男子12.6%,女子 13。 7%で統計的に有意差はな
い .

8 燒虫症に関する研究,第 4報 piperaZin,dithiaZaninの 単独, 併用投与による焼虫の駆除成績に
ついて

高橋克己 0灘波豊愛 0阿部輝明 公衆衛生 25(3),179-182,1961。

チアン系色素の 1種 dithiazaninは 1957年 McCowenら によって初め動物の腸管内寄生虫に広範な駆

虫作用があることを報告され,つづいて多くの内外研究者によって人の腸管内寄生虫にも極めて強力な駆

虫効果を発揮することが認められている.私らはさきに,燒虫症に関する研究において,燒虫駆除に pi―
peraZinを 用いて報告しているが今回 dithiaZaninを 使用し,piperaZinと おのおの単独または併用投与

による燒虫駆除効果を比較検討した.

実験対象は福岡市当仁小学校 3, 4, 5, 6学年児童中, スコッチテープ検査法による焼虫卵陽性者
697名で,実験方法はまず piperaZin単 独 3日投与を行ない (697名 , P(3)群 と略記),投与完了 1週間後

に燒虫卵検査を行なった結果依然として虫卵を検出したものを piperaZinと dithiaZaninの 併用 3日投

与群 (62名 ,P・ D(3)群 と略記)と dithiaZanin単 独 3日投与群 (53名,D(3)群と略記)と dithiaZanin

丼福岡市当仁小学校校医
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単独 6日投与群 (55名 , D(6)群 と略記)の 3群に分かち, 次のように薬剤を投与した。 1日 投与 薬剤
量: 3～ 4学:年 piperazin 2.Og, dithiazanin 2501ng;  5～ 6学1年 piperazin 2.4g, dithiazanin 300
mg・ 併用投与の場合も両薬剤を上記の量で投与した。なお piperaZinは 1日 全量分を昼食時に 1回服用 ,

dithiZaninは 1日 全量分を3分 し各食事直後に分服させた.P(3),P.D(3),D(3), D(6)各 実験群の薬
剤投与の間隔は 4月 である.焼虫卵検査はスコッチテープにより,陰転決定は同法を日をかえ 3回行なっ
た結果によった.

薬剤投与による燒虫卵陰転率は piperaZin単 独 3日投与群では70.2%,dithiazanin単 独 3日投与群で

は77.4%,dithiazanin単 独 6日投与群では89。 1%の成績で,dithiaZaninは PiperaZinと 同等以上の駆

焼虫効果を持つことが認められた.piperaZinと dithiaZaninの 併用 3日投与群 では焼虫卵陰転率88.7

%であり,こ の成績は dithiaZanin単 独 6日投与または piperaZin年齢別表示 規定服用量連続 7日 投与
の成績 (92.3%,既報*)に近いもので,piperaZinと dithiaZaninの 併用投与は前記各薬剤の単独投与

によってえられる燒虫陰転率をその約半分の投与日数で達成し,服用日数の短縮, 薬価の低減, 駆虫効

果,副作用などの諸条件をよく満足せしめる.な お本実験における薬剤服用による副作用としては,極め

て少数に一過性の頭痛,腹痛,悪心がみられたにすぎなかった.

丼高橋克巳 0野田英世・文屋春栄:福岡県衛生研究所報.7,52～ 59,1958。
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化 学 試 験 課

当課における検査業務は前年に続いて増加の傾向を示しており,一般依頼検査のほかに福岡市内浮遊ば
いじんの調査, じんかい処理場の排煙調査およびし尿の海洋投棄の実態調査を行なった.ま た放射能,河

川調査の委託業務を前年に引き続き実施し,技術者数不足の状態で多忙をきわめた.一方研究業務はわず
かづつ行なわれ,本年は,食品中の防腐剤分析,お よび水質分析に関するものを発表 した。

(化学試験課長  大田  寿)

検 査 業 務

1食 品 試 験

総件数120件でその内訳は表19の とおりである.う ち収去によるもの 7件で,添加物規格試験で不適なも

の 1,容器試験でヒ素を溶出するもの 2があった.依頼試験は例外容器規格試験,食品成分試験がおもなも
ので,例外容器は依然としてその厚さの不足するものが多い・ (化学試験課長 大田 寿 0研究員 中村幸男)

表 19 食 品試 験 一 覧           表 20 -せぃ収去試験一覧
収去試験  依頼試験

区   分  一三生数主―― ――型生Z独――
試験 不適 試験 不適

例 外 容器規格試験

食 品 添 加 物 試 験

食 品 成 分 試 験

飲食物の有害物試験

そ   の   他

55

6

39

13

品 名   件数

V一B注          10
クエン酸ナトリウム注  8
パ ス ナ ト リ ウ ム  1
注 用 パスナトリウム  1
塩 化 カル シ ウ ム注  3
クエン酸ナトリウム液  7
パ ス カ ル シ ウ ム  1
パ ス カ ル 顆 粒  6
強 肝 ア ン プ ル 剤  13
グ リセ リン浣 腸 液  7
殺   虫   斉」 1
生 理 食 塩 液  3
消 毒 用 昇 禾  3
エアゾール式化 粧 品  16
頭 髪 用 化 粧 品  9

不 適 理 由

1 含量不足,沈澱物あり

3 V一 c不足2,V― Bl,B2不足 1
1 含量不足

一

２

一 一
　

一

２

言十 7     3   113    30

2 メタノール含量過多

2薬 品 試 験

総件数153件で,そ の内訳は一せい収去によるもの89件,そ の他の収去によるもの 5件, 一般よりの依

頼によるもの59件である。一せい収去試験の内訳は表20の とおりであり,一般より依頼のものは, ビタミ

ン剤 14件,防疫用殺虫剤 13件,清缶剤中のヒ素試験 6件, さらし液13件,そ の他である.

(研究員  森  彬)

3製 品 検 査

表21に示すように甘味料のうちサッカリン製剤 (ほ とんどサイクラミン酸ナトリウ
ムを主成分とし,少量

のサッカリンナトリウムを含む)が製品検査件数の%以上を占めるにいたった。これはサッカリン製剤が

味の点で砂糖に近いこと,可溶性で澄明に溶けること,お よびズルチンの有害性が近年問題になってそ
の

使用量が減ってきたことなどから,サ イクラミン酸ナトリウムの使用が増大しつつあることを示 してい

る.かん水はおもに固形かん水 (粉末)で大部分は炭酸ナトリウムおよび炭酸カリウムの混合製剤で一部
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がそれに少量のリン酸ニナトリウムを合んだ製剤である。液体かん水の検査件数は年間約30試料である。

(研究員  中村 幸男)

4水 質 検 査              表 21 製 品 検 査 月 別 件 数

401 飲料適否試験 依頼件数は年々増
加の一途をたどっており,特に都市部にお
いてその傾向がいちじるしい.こ の現象は

人口の増加,工場の建設などに伴う水道水
および工業用水の不足と,加えて本県の水

質が一般的に不良であることに起因してい

る.し たがって井水の水処理 (除鉄, 軟
水)を前提とした検査依頼が急増 している。

本年の依頼検査総数は817件で不適件数478

件,不適率は58.5%でぁる。一般に全鉄 ,

総硬度および塩素イオン過量による不適が

多く,総不適件数の73。 2%を 占めている.

月別検査件数および不適内容は表22,23の

とおりである。

(技師  小串 寿明)

甘 料味

ズ
サ
混

ン ン
ン
剤

カ

製〈日

チ 着色料 かん水  計
月

サ ッカ リ

製 剤

３４

３９

５４

３８

４０

４８

３６

３２

４３

４１

４３

４３

９‐

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

計 1,168 12

18

25

12

16

2

13

1

15

5

27

5

15

154

130

146

189

110

140

159

189

126

130

224

142

140

1,825

表 22月 別 検 査 件 数

区 分

月 月」

計
123456789101112

率

件

件

分百

験

適

．適

試

不

不

数

数

%)

61

21

34.4

29

16

55.2

89

43

48。 3

42

27

64.3

56

37

66.1

72

40

55.6

105

61

58.1

45

25

55.6

59

34

57.6

58

38

65.5

817

478

58.5

110   91

70   66

63.6  72.5

表 23不 適 内 容 覧

不 適 理

月 月」

由 計   %
123456789101112

ア ン モ ニ ア,亜 硝 酸 同 時 検 出
アンモニア,亜硝酸検出および過マンガ
ン酸カリ消費量過量

過 マ ン ガ ン酸 カ リ 消 費 量 過 量

塩 素 イ ォ ンお よ び 総 硬 度 過 量

鉄      過      量

pH      異       常

濁 度 過 量

そ       の       他

計

128945 12

3

5

13

8635 63

12

14

104

246

27

11

1

478

13。 18

2。 51

2。 98

21.76

51。 46

5。 67

2.301

0。 01

100.00

2   5

12

18

5

21  16 43  27  37 40 66  61  25  34  38

一

７

２１

１

一

一

１７

３４

４

一

１

５

２４

　

一　

２

一

９

８

一

１

一
　

３

　

Ю

　

一
　

１

２

４

１３

　

一　

１

３５

１

１

一

７０

4・ 2 上水道水精密試験 昭和34, 35年 には主として新設および増設の水道について試験を行なった
が,本年は既設の未検査水道施設を対象として,水道法第4条にもとづく全項目試験を行なった.検査件
数および内容と不適理由は表24,25に 示すとおりである.なお昭和35年 6月 1日 付,厚生省令第20号水質
基準に関する省令の一部を改正する省令によリケイ酸,硫酸イオン,アルカリ度,酸度が基準から削除さ
れたので本年より不適理由から除去することにした.原水の不適率については昭和35年54.5%,36年 56。 7
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表 24 月別水道水精密試験一覧 表 25 不 適 内 容

水給水原
不 適 理 由

不適数

原水 給水
月 計

適  不適  適  不適

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

臭

観

度

　

残

殿

発

異

外

濁

沈

蒸

ｐＨ

あ

異

過

物  あ
留 物
異

過

アンモニア,亜硝酸同時検出
硝 酸 性 窒 素 過 量

塩 素 イ オ ン 過 量

過マンガン酸カリ消費量過量

り

常

量

り

量

常

計

不適率(%)

量

量

量過

過
　
　
ン

過

ガ

度

ン

硬

鉄

マ

量

量過

過

素

素ヒ
　
フ

硫 酸 イ ォ ン 過 量

ケ イ 酸 過 量

量

性

過

陽

数

群

菌

菌

細般

腸
一　
大

51

56。 7

56 62   208

52。 5  5 亜 鉛 過 量

フ ェ ノ ー ル 類 過 量

%と 大差なく,給水については35年が18.2%に対 して本年は52.5%と ぃちじるしく高 くなっている.こ れ
は一せい検査において一般的に専用水道給水の水質が悪かったことがおもな原因となっている.す なわち

濁度,鉄,マ ンガン,蒸発残留などの過量,ア ンモニア,亜硝酸同時検出のものが多数あり,特にヒ素 ,
フッ素,フ ェノール類を過量検出するものも発見されたことは今後厳重な対策を考えなければならない .

(技師  松本 久男)
403 その他の水質試験 総件数は670件で,区分別,月 別件数は表26の とおりである。 定性定量の項
目別件数は表27に示 した.

4・ 301-般 水質試験 四エチル鉛試験ではガソリンスタンドによる汚染井水から 2γ /Lを 検出した
が,そ の他はいずれも検出しなかった.ま た穂波町天道地区において鶏舎ゲージメッキエ場の廃液による

井水汚染の疑いがでたので飯塚保健所からの依頼で水質分析を行なった.メ ッキエ場汚水源で クロム
111.Oppm,鉄 3.23ppm(pH7.32),排水下水溝でクロム 3.12ppm,鉄 0.92ppm(7.70)検出し,シ アンは

検出しなかった.ま た井水ではクロム 3.4ppm,2.8 ppm,鉄 0.23 ppm,0.037 ppm, 銅 0。 027ppm,
0。 016ppmを 検出したものが各 1件あったのみで,他はいずれも検出しなかった.(技師  松本 久男)
403・ 2特殊 し尿浄化そう機能調査 特殊構造のし尿浄化そう設置取扱要領にもとづき昭和35年 12月 に

機能調査を実施 したが,そ の対照として36年 1月 に基準型浄化そうの機能調査を 3件行なった.放流水基

準に合格 したもの 2件で,B.0.D。 と Co O.D。 の酸化そうにおける除去率の平均はそれぞれ56%と 43%

であった.10月 に第 2回目の特殊浄化そう機能調査を新世紀号 7件について行なった,放流水基準に合格

したものは 1件 もなく, 酸化そうにおける Bo O.D。 と C.O.D。 の除去率の平均値はおのおの -0.3%と

14%で,昨年12月 に行なった時とくらべてはなはだしく悪 くなっている。これは使用期間が長 くなったた

め腐敗そうの汚泥堆積量が増加し,酸化そうの機能が低下 したもので,清掃,維持管理の不完全さによる

ものと推定される.                            (技 師  森本 昌宏)
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表 26 そ の 他 の 水 質 試 験 覧

区

月 月」

分
計

123456789101112

‐０

　

４４

14

13

0

0

19

4622

析

析

鉛

ン

水

分

分

ノチ

性

量
　
・
エ

定

定

四

パ

し

ラ チ オ
尿 浄 化 そ う

計

項 目
定
量

定
性

定
量

定
性項

定

量

定
性 目

表 27項 目 別 試 験 件 数

Do O

ナ トリウム,カ リウム

カ ル  シ  ウ  ム
マ グ｀ネ シ ウ ム

硬        度

項 目

pH
酸 度,ア ル カ リ

ア ン モ ニ

亜    硝
硝

C.0。 D
B.0。 D

ン

ン

酸

酸

物

ン

類

他

オ

オ

　

　

　

　

ル

，

　

　

′

―

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

４

．
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０
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度

ア

酸
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残

‐
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解

視

発

溶

透

蒸

不

計 199

5環 境 衛 生 試 験

501 大気汚染調査 福岡市都中部における冬期の浮遊ばい じん調査を KYSェ ァサンプラーにより
行なった.

5o2 西じんかい処理場の排煙成分ならびに水洗効果調査 福岡市 (衛生局清掃課)の委託により昭和
36年 9月 より5ケ月間にわたって標記調査を行なった.試験件数は延400件 (定性分析は 2成分を1件 と
する)でその内容はつぎのとおりである.

1)循環水のばいじん含量と洗煙によるばいじん除去量 (廃水分析)80件 .

2)循環水の合有物質量と煙道ガス除去量 (廃水分析)120件 .

3)煙道ばいじん量と水洗による除去率 (イ ンピンジャー法)80件 .

4)煙道ガス量と水洗による除去率 (イ ンピンジャー法)88件 .

5)高分子凝集剤による廃水処理試験20件 .

6)広石池水質分析12件。                      (技 師 松本 久男)
503 遠賀川水質汚濁調査 遠賀川の水質汚濁調査は昭和32年度より現在まで継続されているが,筑豊
炭田の企業縮少のため,炭坑の廃休山が相つぎ,数年前の分析結果と比較すると,汚濁程度の減少がいち
じるしく,炭坑排水の流入が減少していると考えられる。分析項目については従来のままで行なっている

が,分析値にいちじるしい変化をみせているのは透視度,懸濁物,過マンガン酸カリ消費量,硫酸などで,
これらの成分の変化については下記に述べる。

1)pH 数年前までの分析結果では8。 0前後を示していたが,現在では7.0～ 7.5ま で低下している.こ
れは田川地区の廃休山が多く,アルカリ性炭坑排水の流入が少なくなったためと考えられる.

2)懸濁物および過マンガン酸カリ消費量 懸濁物は透視度と同じ関係があり,本河川においては炭坑
排水の微粉混入が原因であるため,炭坑排水の流入が減少し,一部の地点を除き,半減している。なお懸
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濁物の低下とともに過マンガン酸カリ消費量も減少しているが,炭坑排水中の微粉炭の流人が少なくなっ

たためと考えられる.

3)硫酸イオン 硫酸イオンは上記成分ほどのいちじるしい変化を示さず,やや減少 している程度であ
るが,こ れは坑内水の流入以上に,ボ タ山の燃焼などによる硫黄分の酸化流入が大きな原因と考えられるe

4)全鉄 本調査では,鉄は懸濁鉄,可溶鉄の区分を行なわず,全鉄を測定 しているが,懸濁物質中の

鉄含有量がかなりの量を示 していると考えられる.こ のため懸濁物の減少 している地点では,全鉄の含有
量も低下 している点からみて, これら鉄成分の大部分は,微粉炭,坑内排水に起因すると考えられる.

以上本年度までの調査について,大暑を述べたが,本河川の汚濁は炭坑排水にかかわることが判然とし
ている.しかしこれらの問題は炭坑の中止のみによって解決されることではなく,な お汚濁防止を目的と

した調査をつづけたいと考える.                    (技 師  脇元 作郎)

表 28試 料 お よ び 件 数      504 し尿海洋投棄の実態調査 昭和36年 8月 に福 岡

件  数
市,北九州五市,県水産試験場,県環境衛生課の協力を得
て福岡市のし尿投棄海域・玄海灘と北九州五市のし尿投棄

海域 0響灘について海水および底質の汚染調査 を実 施 し

た.採取 した試料は両海域あわせて, し尿拡散海水110試

料,底質58試料で,理化学,細菌,寄生虫関係の試験を10

数項目にわたって行なった。なお本調査は厚生省の指示を

受けた環境衛生課から依頼されたものである.

(技師  森本 昌宏)
505 陸水および食品の放射能調査 (36年 4月 ～37年 3
月)科 学技術庁の委託により実施中の放射能調査 (全β
線測定)の測定件数は陸水24件,食品38件でこのほか測定を

行ないかつ分析用として放射線医学総合研究所へ送付した

ものは陸水12件,食品 6件, また送付のみを行なった試料
は陸水 2件,食品 5件,土壌 1件である,試料別件数は表
28に不した.

本年度は 9月 にソ連の核爆発実験が再開され,それ以降

陸水,食品の放射能値は増加の傾向を示 し,11月 5日 の高

放射能を含む雨によって地上葉菜類の放射能値は急激に増

加した。   (技 師  森本 昌宏・研究員  森  彬)

試   料
測定 送付

506 その他の環境試験 試験依頼は昨年より大巾に減少したが,昭和34年以前にくらべると比較にな
らぬ程多い.項目別では照度測定が最も多く,ついで騒音測定となっている.その他一般に室内の快適な

空気状態を要求するための試験が多い.なお試験法の問題として一般事務室環境の騒音,ま た口紙法によ

るじんあい測定などまだ判定標準のきまっていないものがある.早急な設定が望まれる.試験内容および

件数を表29に ,調査測定場所および件数を表30に示す。          (技 師  松本 久男)

6鉱 泉 分 析

本年は中分析 7件,小分析11件でラドン測定はなかった.中分析の地域別件数は原鶴 4件,吉井,二日

市,宮田町はそれぞれ 1件ずつであった.温泉小分析結果のおもなものを表31に ,中分析の結果を表32に

示した。                        (研 究員  中村 俊夫・技師  松本 久男)
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表 29 環境衛生試験内容一覧

項 件  数

気

湿

気

力

感

照

騒

じ

炭

一
換

落

夕 冷 却
覚  温

ん  あ  い
酸  ガ
酸  化  炭
気  回
下  細

温

度

動

力

度

度

数

ス

素

数

菌

降下 ばい じん 分 折

過酸化鉛法亜硫酸ガス

その他の定性定量分析

計

表 30  調査測定場所および件数

項    目 場 所 件 数

室内環境総合試験 f
/空 気 汚 染 くヽ
気ヽ 候 条 件ノ

t

r

照 度 測 定

i

r

騒      音く
|

放射能測定(天水){

日本興業銀行

福岡県社会保険診療報酬支払基金

:KBCテ レビサービス

日本興業銀行

三井銀行福岡支店

三井銀行天神町支店

日本興業銀行

福岡県社会保険診療報酬支払基金

日本専売公社福岡地方局工場

福岡地方貯金局

福岡統制無線中継所

沖の島灯台

目
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表 31 温 泉 療 養

福岡市土手町  福岡市今泉町
20-64        4丁 目132依

氏

者 住 所

名

糸島郡前原町

前原町役場

前原町飯原字
嵯峨里

標高 200m
自噴

36. 3. 4

福岡市玉川町
16番地

西日本地下開
発

佐賀県藤津郡
嬉野町

ボー リング

36. 5.27

九州サーベー

田主丸町片野
瀬

地 下 水
(ボ ーリング)

36. 6。 29

大成土地開発

宗像郡海老津

井  水

36. 7.28

門司市桟橋通
1番地

門司市貿易観
光課

門司市黒川高
砂久毛

谷の入口
浅 井 戸

36. 8.25

採 水 場 所

湧 水 状 況

採 水 年 月 日

度
　
観

温源
　
外

物

重

留

ｐＨ

残発蒸

比

泉 20°c
ほとんど
無色透明

7.15

105。 0

8。 4

なし

なし

なし

0。 25

9。 8

な し

4.5

な し

74℃

微 自 濁

7。 10

1484。 0

4.3

なし

0.90

235。 0

なし

32。 5

なし

無色透明

7.93

5。 1

なし

0。 077

5.6

なし

なし

なし

3。 05

1436.0

41.2

6.50

90。 0

ほとん ど    ほとん ど
無色透明    無色透明

カ

チ

オ

ン

　

　

　

ア

ニ
オ

ン

　

ガ

ス
体

水

一
，電
中
に
含
有
す
る
成
分
量
（
嘔
）

ca2+

Fe2+

Fe3+

A13+

総 鉄 量

Cl…

I―

HC03~

S042-

総硫化水素

C02

泉  質

考

113。 7

23.5

14。 0

な し

781。 0

なし

明ばん泉

6.0

なし

0.036

11。 3

な し

36.2

14。 7

な し

8.41

ラドン含量110
マツヘ

定推
　
備
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適 否 試 験 分 析

門司市桟橋通
1番地

門司市貿易観
光課

門司市黒川高
砂久毛

谷の入口
井  戸
36。  8.25

ほとん ど
無色透明

6.44

53.0

9.4

なし

0。 051

11。 7

なし

8.2

な し

門司市桟橋通
1番地

門司市貿易観
光課

門司市黒川高
砂久毛

谷 の 奥
右  滝
36。  8.25

門司市桟橋通
1番地

門司市貿易観
光課

門司市黒川高
砂久毛

谷 の 奥
左  滝
36. 8.25

八幡市藤田横  小 倉 市 砂 津  口 :‖蒙警口貯
町1950     416       四ノl:有 p体 四ヽ‖」  |

徳間 七太郎

八 幡 市折尾

木屋ケ谷

36。  8.26

中富 鉄之助

6.77

614。 0

春 永 字

地
　
３６

ほとん ど
無色透明

7。 60

39。 0

5。 90

ほとんど
無色透明

7.10

58。 0

6。 3

なし

0。 026

9。 22

なし

11。 1

なし

64.5

0.106

122。 6

なし

イILに 35年に
ラ ドンのみ

25

な

93.

14.

な

14.

なし

32.58

０２
　
し

し

１
。

な

な

し

９１

５２

な

０
．

４
・

1件測定 1

9

125。 2

なし

濁

6.185

269。 0

そ

Ｌ
メ

なし

0。 057

9。 50

なし

2.50

なし

無色澄明

6。 95

158.0

2℃
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試 験 番 号

泉

pH(現
t試

水

ド ン 含 有 量 (M。

発 留

原 鶴 温 泉

神   清   湯
朝倉郡杷木町久喜宮1840

井  上  七  重

表 32温 泉 中 分 .

第 43 号

原 鶴 温 泉

極   楽   泉
朝倉郡杷木町大字志波原鶴8の 15

尾  花  兵  吾

43.8° c  (ィ気it晶.11.4°C)
8.6 (25。 0℃ )
8.7 (9。 0℃ )

0.89

0.9989

584.0曜 /kg

名

名

地

者頼

泉

泉

出

依析

温

源

湧

分

源 度

地

室

量

。
＞

重

物

Ｅ

温
　
　
験

残

揚

ラ

比

蒸

カ

チ

オ

ン

K十

Na+

NH4+

ca2+

Mig2+

Fe2+

Mn2+

A13+

計

Cl―

S042-

HC03~

C032-

HS―

B02~

IISi03~

Si032-

As02~

OH―

計

254.7

1.565

2。 79

0。 002

0。 021

261.303

177.7

8.445

346。 7

5.113

9。 031

5。 158

0。 032

0。 085

552.264

813.567

30.80

52.28

896。 647

1.664

898。 311

単

0。 0569

11。 0763

0.0867

0。 1392

0。 0023

11。 3615

5.0128

0.1758

5.6815

0。 1704

0.2109

0。 0669

0.0003

0。 005

11.3236

millimol

O.7027

0.6693

0。 0378

温  泉

0。 0029

10。 1758

3.1991

0。 0300

6。 4484

0。 1940

0。 0119

0.1845

0。 0602

電
2.225 0.50

97.49

0。 76

1。 23

0。 02

100。 00

44.27

1。 55

50。 17

1.50

1.86

0.59

0.00

0.04

99。 98

電
1.765

223.1

2。 361

3。 703

0。 002

0。 026

230。 957

113.4

1。 442

393.5

5.821

0.394

7.900

4.641

0。 032

0.085

527.215

758.172

26.95

47.02

832。 142

1.892

0。 044

834。 078

単

0。 0452

9.7054

0。 1178

0。 3045

0.0000

0。 44

95。 38

1.16

2.99

0.00

0。 03

100。 00

31.57

0.30

63.63

1.92

0。 12

1。 82

0。 59

0◆ 00

0。 05

100。 00

0。 0001      0.o0
水

一
地

中

に

含

有

す

る

各

成

分

お

よ

び

そ

の

量

解

離

成

分

ア

オ

ン

離
分
解非
成

メ
ー

成

分成スガ
　
総

解離成 分 総量

HAs02
HB02

H2Si° 3

量

分

質

日

0。 0003

0。 0050

10。 1334

millimol

0.615

0.602

0。 043

0。 0013

Ｄ
２
　

２
Ｓ

α

Ｈ

純

３６

純

３６

泉

分

溶 存 物 質 総

温   泉

第 42 号

52.2℃  (気温17e5℃ )
8e5 (19。 8℃ )
8。 7 (9.0℃ )
約25。 9′ /min
6。 8

0。 9989

691.5町 /kg

析  年  月 2.   21 2.  21



第 45 号

原 鶴 温 泉

阿 屋 女 湯

朝倉郡杷木町大字志波原鶴8の 6

平  田  ト シ エ

42。 7℃  (気温 25。 6℃ )
8。 46

8.4   (24。 5°C)

約 11.2′/min
3.63

0。 9989

577.5電 /kg

純

３６

泉温

２

Inillival

O.0282

9。 7272

milliVal%
0.28

96.48

5。 080

0.813

0.121

0.2535

0.0668

0。 0043

2.52

0.66

0。 04

0。 02

230.735

114.7

2.183

399。 82

5。 893

0.033

1.250

2。 344

0。 0023

10。 0823

3.2357

0.0454

6.5524

0。 1964

0。 001

0。 0292

0。 0304

0.02

100。 00

32.06

0。 45

64。 92

1.95

0。 01

0。 29

0。 30

0。 0001

0。 0025

710。 0931

0。 00

0◆ 02

100.00

millimol
O。 0003

0.1945

0.6077

0。 0874

0。 0001

町
1。 101

223.6

0。 011

0。 043

526。 27

757.012

0。 032

8.525

47.47

813。 039

3.847

0。 003

816.889

単

析 試 験 成 績

第 44 号

貝 島 大 之 浦

鞍手郡宮田町大字所田4415

今  村  栄  造

20。 9°c
9.3   (20。 0°cl)

9。 6    (20。 0°C)

約30。 7′/min
3.43

0。 9984

251.4嘔 /kg

電

83.07 3。 613      95。 75

- 63 -

第 46 号

吉 井 温 泉

神 の 瀬 第 3号
浮羽郡吉井町大字千年字角間後618の 6

中  尾  敏  夫

42.6℃  (気温 22。 5℃ )
8。 0  (25。 0°c)
7.9 (28.2℃ )

約 164′ /min
l。 31

0.9992

936。 5電 /kg

2.362

0.468

0.061

0。 017

85.978

91.08

10.84

35.41

4.177

0。 007

0.347

15。 94

0.126

0。 043

0。 68

158.65

244。 628

0。 145

20.20

264.973

0。 018

264。 991
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100。 00
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・
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0.02
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391.003
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0.947
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4.402

0.107

1.079

0.014
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2.384
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1504.286

30.35

1534.636

単

millimol

O.0033
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0。 0004

泉温

１

純

３６36.  4。   22
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表 32 温 泉 中 分 析 試 験 成 績 (っづき)

第 47 号 第 48号

二 日市 (武蔵)温 泉
宝        湯

筑紫郡筑紫野町大字武436

平  島  謙  一

泉

湯

温

の

鶴

命

原

保

朝倉郡杷木町大字志波原鶴10の 8

月田 子

42.4℃  (気温 15.4°C)
8.4 (34。 0°C)
8.7 (17.6℃ )
約 36.2′ /min
5.2

0.9988

550。 2電 /kg

水

一
贈

中

に

含

有

す

る

各

成

分

お

よ

び

そ

の

量

解

離

成

分

K+

Na十

NH4+

ca2+

Mg2+

Fe2+

Mn2+

A13+

計

Cl―

S042-

HC03~
C032-

I・IS―

B02~

IISi03~

Si032-

As02~

OH―

計

曜
0。 494

209.2

2.218

0.208

0。 007

0.059

212.186

113.2

3。 008

341.7

5。 041

0.618

4.513

4.495

0。 011

0.085

472.671

684.857

0。 032

15.41

45.53

745.829

1.642

0.014

単

0.0126

9。 1001

0。 1107

0。 0171

0。 0003

0。 14

98。 41

0。 0066

9。 2474

3。 1914

0。 0626

5.6005

0。 168o

O。 0187

0。 1054

0。 0583

1.20

0.18

0.00

0。 07

100。 00

34.65

0。 68

60。 81

1。 82

0.20

1.14

0。 63

0.00

0。 05

99。 98

ア

オ

ン

非 解 離
成  分

解 離成 分 総量

HAs02

HB02

H2Si03

溶 存 物 質 総 量

ガス成分{:::
総   成   分

質

析  年  月  日

|
く
|

t

0.0001

0.005

9.21

millimol
O。 0003

0.3515

0.5829

0。 0373
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泉

分

純  温
36.12.23

37。 3℃  (気温17.8℃ )
8.2 (24。 2℃ )
8.2 (21。 0℃ )
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21.3
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481電 /kg

0。 011       0。 0001      0。 00

0。 027      0。 0016     0.02

330.409       6.8118    1oo。 00

486.544

millimol
O.119       0。 0011

3.200       0。 073

53.99       0.6913

543。 853

2.614       0。 0594

0。 017       0.0005

546.484

単純温泉,放射能泉
36。 11。 20

nlillival

O.0352
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91.51
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0.585
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0。 0481
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6.65

0。 70

0。 02

0。 380

156。 135

94.40

60。 13

172.8

0。 810

0。 248

0。 295

1.688

0。 0422

6.8712

2.6624

1.2519

2.8325

0。 027

0。 0075

0。 0069

0。 0219

0.61

100.00

39。 09

18.38

41.58

0.4

0。 11

0。 10

0.32

mg
l。 377

144.6

泉
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研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである.

本年度内に研究完了したもの

1)水中のフッ素イオンの定量法
2)水中のフェノールの定量法
3)水中の四エチル鉛の定量法
4)食品中の防腐剤の分析定量法
5)水中の鉄イオンの定量法
6)微量EDTAの 定量法
7)陸水および食品中の放射能調査

本年度新規に研究を開始したもの

1)し尿の海洋投棄の実態調査

当課の研究業績のうち,昭和36年内に学会,誌上発表したものについて以下に抄録する.

1 フッ素の比色定量法の研究,ア ントラキノン系色素によるフッ素の比色定量法
脇元作郎 日本化学会 第14年会 (昭和36年 4月 )

フッ素の比色定量試薬として,周知のアリザリンSの水酸基の結合位置,結合数の異なったポリオキシ

アントラキノン系色素のスルホン化を行ない,水溶性の色素を得た。これら色素によるジルコニウム,｀ ト

リウムレーキのフッ素の比色定量試薬としての優劣方法などの検討を行なった.

1,4-ジ ヒドロキシアントラキノンー2-スルホン酸ナ トリウム塩 (キ ニザリンS)

1,8-ジ ヒドロキシアントラキノンー2-スルホン酸ナ トリウム塩 (ク リサジンS)

1,2,4-ト リヒドロキシアントラキノンー3-ス ルホン酸ナ トリウム塩 (プルプリンS)

1,2,5,8-テ トラヒドロキシアントラキノンー6(ま たは 7)―スルホン酸ナトリウム塩 (キ ナリザリ
ンS)

1,4,5,8-テ トラヒドロキシアントラキノンー2-スルホン酸ナ トリウム塩
1,2,4,5,8-ペ ンタヒドロキシアントラキノンー6(ま たは 7)―スルホン酸ナ トリウム塩
1,2,4,5,7,8-ヘ キサヒドロキシアントラキノンー3-ス ルホン酸ナ トリウム塩
色素は上記の 7種で,定量法の検討を行なうとともに,各方法の性能の比較を行なった.測定は 0・ 0～

2.5ppm(F)の 範囲内で行ない,感度の良い色素はキニザリンS, キナリザリンSが比較的良好で,妨害
イオンは全色素にわたり,硫酸11.リ ン酸,アル ミ

ニウムなどの各イオンがいちじるしい。また水酸義
の結

合数の少ないレーキほど沈殿が生じ易い傾向があり,多 くなるとレーキの発色,退色作用が不良となる.

以上の点を検討した結果,水酸基の結合数からは,Tetra〉 Tri>Di〉 Penta〉 Hexaの順になり,Tetra
の中でもキナリザリンSが最も良い .

2 Gibbs法 による水道水中のフェノールの測定について

松本久男 水道協会雑誌 321,62-66,‐ 1961;九州薬学会報 16,15-19,1961.

2,6-ジ ブロムキノィクロルィミド試薬による水中のフェノールの検出定量法につき, 従来法の再検
討を行ない, くわしく各定量条件を調べ実用的な光電比色定量法の研究を行ない,次の方法で好結果を得
ることが判明した.    ^
すなわち,0_3～ 3。 opp興 の場合は検水 100mlに Clarke&LubSのホウ酸緩衝液 (pH 9。 4± 0.5)10
ml(ま たは 5ml)を 加ぇGibbs試液 (001%無水エタノール溶液)2.5mlを 加え,370Cで 30分加温後
ただちに lC平 セルに入れ 000mμ で測定する.0。 05～ 0。 35ppm_に ついては検水 100mlに , 緩衝液
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(pH 9.4～ 9。 8)5ml,Gibbs試 液 0.6mlを 加ぇ, 370Cで 1時間加温し,発色後ただちにブタノール 25
mlで抽出して約 18mlの抽出液を得, これにブタノール 2mlを追加して全量 20mlと し,lcmセ ルに
入れ 640m μ で測定する.ま たこのとき 0.lppm以下なら抽出液を比色管に入れて 肉眼比色すると,
0。 005ppmと ブランクは明らかに判別でき,ま た O.002ppmと はほとんど区別はつかないが, かろうじ

て判別することは不可能ではない.す なわち水道水の適否を判定することができる.一方これにブタノー
ルを追加して 30mlと し,5cmセ ルに入れて測定すると Beerの 法則に従い,ブ ランクと 0。 002ppmの

ものとの吸光度差は0。 011で 0.002～ 0.05ppmに わたって定量が可能である (微量 I法 ).
lCmセ ルのみで微量フェノールを定量する方法として,検水 250mlを とり,緩衝液 10ml,Gibbs試

液 lmlを加えて発色させ,ブ タノール 40mlで抽出し,抽出液を全量 20mlと し,lcmセ ルに入れ670
mμ で測定する方法を考案したところ,ブ ランクと 0。 002ppmと の吸光度差は0。 008で ,0。 002～ 0。 07ppm

にわたって定量可能であった (微量Ⅱ法).いずれの場合もブタノール抽出液は最初水滴で濁っているが,
これにブタノールを少量追加して静かに混和し静置すると全 く透明になる.ま た本抽出液の呈色はきわめ

て安定である。

3 汚染飲料水中の微量四エチル鉛定量法の検討, 1.ジ チゾン法による微量鉛の新定量法
松本久男 第 14回 日本薬学大会 (昭和36年 7月 )

1)新単色法 従来の単色法では適当濃度のジチゾン (DZ)試液の適当量ずつでの抽出および希シア
ン化カリ液による洗浄を繰返す方法であったが,今回検討 した 新単色では一定濃度一定量の DZ試液を
使用し, 1回の抽出で鉛を完全に抽出しうるので,よ り迅速正確となった.本法によると O。 3μ gまでの

鉛を検出定量でき, したがって水中の四エチル鉛は 100mlか ら抽出した場合は 3ppbま で,400mlか ら

ならば 0。 75～ 1。 Oppbま で検出定量することができる.

また後報のように,四エチル鉛の分解剤にヨウ素を使用することとしたため,抽出時の酸化防止剤とし
てヒドロキシルアミンは不可であるが亜硫酸ナ トリウムを増量 して加えるとよいことがわかった。 また
PH ll.5法 ,簡易法についても検討を行なった。
2)新混色法 従来の混色法では共存するジチゾン量によって吸光度したがって検出量に誤差を生ずる
ことが多かった.そ こでジチゾンおよびジチゾン鉛クロロホルム溶液は 510m μおょび 605m μにおのお

の吸収極小と極大を互い違いに有 し,かつ両波長において BCerの法則に従うことに着目し,両波長にお

ける混合物の吸光度を測定 して計算により鉛量を求める方法も検討 し好結果を得た.すなわち

c Pb=二墜 型堅■■三二璽塑 。 KX5/K:【 。 は PH 9.5～ 105

において一定で7.45で ぁった.ゅ ぇにあらかじめ既知量の CPbに より定数 K′ (0.247)を 求めておけば
よい.本法によると鉛量 0～60 μ gに わたって lmg%DZ試液 (0～ 10 μ gは 0。 5mg%)10～40mlを使
用することにより pH 9～11に わたって誤差 ±0.8μ g以下で定量できることが判明した。

4 パラオキシ安息香酸エステル類の比色定量法
中村幸男 第14回 日本薬学大会 (昭和36年 7月 )

パラオキシ安息香酸エステル類は防腐保存料として広く使用されているが,特に食品については使用基

準によって使用し得る食品および使用量が規定されている.し たがって食品中の当薬品の定性定量法が必

要になるわけであるが,現在定量法として広く使用されているヨード容量法は操作が複雑で,ま た微量の

場合は誤差が大きい.著者はミロン 0リ ントナー法を応用して比色定量法を考案し好結果を得た.

本法による呈色は可視部において 520m μ に極大吸収部分をもっている.こ の呈色は反応時間,温度,
試薬量および放置時間により変化するので,それらの条件,相互関連性について検討した.次に食品に対

する本法の実施例を述べる.

日本薬学会協定の衛生試験法に準じて検液を作製し,半量のエーテル 0石油エーテルの等量混合液で各
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3回抽出後, 1%炭酸水素ナ トリウムおよび水で抽出液を洗浄する.以上の操作でズルチンおよびサッカ
リン,サルチル酸などの酸性共存物は除かれる.フ ラスコに移 し抽出液を留去 し,N水酸化ナ トリウム2ml,

水 2mlお よび沸騰石を加え還流冷却器をつけて30分間煮沸する。冷後分液ロー トに移 し,全量 17mlと

する.N硝 酸 3mlを加え酸性とし,二硫化炭素 10mlで各 3回 よくふりまぜてワニリン, β―ナフトー
ルなどを除去する.水層を 100～250mlの メスフラスコに流 し込み N水酸ナ トリウムで中和し, 2～ 3
分間煮沸して二硫化炭素を揮散させる。水を加え全量を 100～ 250mlと し適量を試験管にとり,水を加え
全量 4mlと する。さらに硝酸第二水銀試液 3mlを 加え沸騰水浴中で 7分間加熱する.た だちに水で冷却

後,20%硫酸 3mlぉ ょび 1%亜硝酸カリ 2mlを 加え 250Cの 恒温そうで 17～ 18分間反応させただちに
520m μ における吸光度を測定する。

5 
“

―ピリジルジオキシムによる水中溶存鉄の吸光度定量法

脇元作郎 分析化学 10(9),968_971,1961.

鉄の定量試薬としては,0-フ エナントロリン,ジ ピリジルなどの試薬が用いられているが, Oι―ピリジ

ルジオキシムを用いて,水中の溶存鉄の分析試薬としての検討を行ない,新 しい方法を得る事ができた。

試水 50mlに 8N塩酸 5ml,塩酸 ヒドロキシルアミン (10%)lml,エ チレンジアミン(無水物)2ml,
(pH 7。 5～ 7.6),oι―ピリジルジオキシムの 0。 12g/L溶液 5mlを加えて 100mlと し,20分間放置,吸光

度を測定する.こ のレーキは赤紫色を呈し, 極大吸収は 595m μ にあり, 色調は 1週間変化を示さなか

った.

測定は Fe(Ⅱ )0.02～400ppm(± 0。 01ppm)の範囲で可能であり, 鉄の定量試薬として, すぐれた感

度を示している.妨害イオンとしては,Cr2+,zr4+,Th4+,c02+,Mo02-,W02-,Cu2+な どがいちじる
しく,そ の他のイオンでは,100ppmま たはそれ以上でも妨害しない。これらのイオンは天然水中では含
有することが考えられず,鉱水排水など特殊な水以外は妨害作用を無視することができる。

6 EDTAの比色定量法,CO(Ⅲ )一 EDTA錯塩による方法の検討
脇元作郎・秋山 高 分析化学 10(9)971_974,1961。

微量 EDTAの 比色定量には容量法,間接色法など報告されているが,直接比色を行なう方法はあまり
みられない.本方法は C。3+_EDTA錯 塩がきわめて安定な赤紫色の錯塩を生成する性質を利用して微量
EDTAの 直接比色定量法の検討を行ない次のような方法を得た.

酢酸一酢酸アンモニウム系の緩衝液を用い pHを 4。 00(± 0。 2)に調整後, 0。 02mlの塩化コバル ト溶

液を添加,過酸化水素水 (30%)を 2ml加え,水浴中で 5分間加熱後,室温まで冷却し,535m μ (セル
10mm)で吸光度を測定する.測定は 2.0～ 70。 Omg/100mlの範囲で可能となり, 測定誤差は 0.5～ 1.0
mg/100mlで ある.妨害イオンは銅がいちじるしく,Ca2+,Mg2+,Pb2+,Mn2+な どは妨害作用を認め
なかった.銅 イオンの妨害作用を除去するために,ブ ロムオキシンを使用し,銅を沈殿口別後,上記と同
じ方法で発色定量を行なった.ブ ロムオキシン 1%(W/V)溶液を使用し,銅 イオン 6.Omg/100mlま で
の妨害を完全に除去できる。

7 福岡県の放射能調査
森本昌宏 0森  彬 第 4回放射能調査研究成果発表会 (昭和36年 11月 )

科学技術庁の委託により1957年から引き続き実施中の陸水および食品の放射能調査 (全β線測定)の概

要は次のとおりである.

1)陸水 上水 (原水),井水,河川水,天水おのおの4件について調査を行なった。 その結果,上水
(原水)については1957,1958年にやや高い値を示し,1959,1960年 は減少していたが,本年 9月 からソ
連の大型核実験が行なわれ,それ以後増加の傾向がみられた。しかし雨水中の放射能の増加ほどのいちじ
るしさは認められない.河川水についても上水 (原水)と 同様の傾向がみられるが,蛇口水,井水,下水
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についてはほとんど増加はみとめられなかった。

2)食品 水産物および牛乳についてはあまり明らかな増減傾向を示していないが,葉菜類,特に大根
葉部,ほ うれん草は1957年から1958年にかけて計測値が増加したが,核実験中止により,1959年から減少
しはじめ,1960年はほとんど放射能を計測しないようになった.しかし本年 9月 (ソ連実験再開)以後ふ
たたび増加しはじめ, 11月 5日 の降雨 (1430 μμ c/ml福 岡管区気象台測定)直後に採取したかぶの葉部
から 270,00ocPm(計数効率補正値/乾物10g)を計測し, またほうれん草から 94,000cPm(計数効率
補正値/乾物10g)を計測した.こ れらの値は放射能調査開始以来最高のものである.その後の地上葉菜
類は1958年 (核実験実施中)当時計測された値と同程度の放射能値を示しつづけている。
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学 会 発 表

1)有毒鱗翅類の研究,日 本産 Eグιθπα属の分類再検討.山本英穂 :第 13回日本衛生動物学会総会,久

留米市,昭和36年 4月 1日 ,

2)フ ッ素の比色定量法の研究.脇元作郎 :日 本化学会第14年会,東京都,昭和36年 4月 1日 .

3)ジ フテリアに関する諸問題.真子憲治 :第 7回 日本伝染病学会西日本地方会総会,特別講演,広島
市,昭和36年 4月 30日 .

4)パラオキシ安息香酸エステル類の比色定量法.中村幸男 :第 14回 日本薬学会大会, 本L幌市, 昭和
36年 7月 18日 .

5)福岡県の放射能調査.森本昌宏・森 彬 :第 4回放射能調査研究成果発表会,千葉市, 昭和 36年
11月 3日 .

6)福岡県嘉穂郡某炭坑におけるワイル氏病の発生について.大塚 悟・真子憲治 :第 8回 日本伝染
病学会西日本地方会総会,宮崎市,昭和36年 12月 3日 。

7)汚染飲料水中の微量四エチル鉛定量法の検討,(1)ジチゾン法による微量鉛の新定量法.松本久男 :

第14回日本薬学大会,本L幌市,昭和36年 7月 18日 .

誌 上 発 表
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1)昭和34年福岡県に於て分離 した赤痢菌の薬剤耐性.坂本さつき・西見保之・武原雄平・武井守正 :

福岡県衛生研究所報  8,45_48,1961。

2)細菌 DNAの型質転換並びに抗原性について (予報).真子憲治 0坂本さつき・武原雄平 :福岡県

衛生研究所報 8,49-52,1961.
3)福岡県におけるデフテリアの疫学的調査,第 2報 細菌学的事項.坂本さつき 0高橋克己・常盤

寛 :福岡県衛生研究所報  8,52-54,1961.
4)敗血症症状を呈する一患者から分離した Diphtheroid Bα εttzsについて.坂本さつき 0常盤寛・

古賀重久 :福岡衛生研究所報  8,55-57,1961.

5)犬から分離せられた抗酸性菌の研究 (第 3報).真子憲治 0坂本さつき・武原雄平 0戸田忠雄・武
谷健二 :福岡衛生研究所報  8,57-58,1961。

6)ヂフテリア菌の分離培地に関する研究.真 子憲治 0坂本さつき 0高橋克己・常盤 寛 :福岡県衛
生研究所報  8,58-61,1961。

7)レ プ トスピラの凍結乾燥に関する研究。 大塚 悟・真子憲治 :日 本細菌学雑誌  16(9),814-
818, 1961。

8)StudieS On the preSerVatiOn Of leptOSpirae by freeZe dryingo SatOru OtSuka&Kenji Mana_

kO : Japan.Jo Microbiology 5(2), 141_148, 1961.

9)有毒鱗翅類,ホ ソバ属 C滋″α)(Lepidoptera,Arctiidae)の 研究,第 1報 九州産の種につい
て.山本英穂 :福岡県衛生研究所報  8,89-91,1961。
10)A synonylnic note on several Japanese species of the genus Eグ ιι,,ηα (Lepidoptera, Aictii_

dac)。 Hiroshi lnoue&Hideho Yamamoto: Kontyu 29(1), 72-78, 1961.

11)燒虫の SChOtCh― tape検査法に於ける焼虫体の附着検出率について.高橋克己・灘波豊愛 :日 本

衛生検査技師会雑誌 10(2),39-43,1961.

12)燒虫症に関する研究,第 4報 piperaZin,dithiaZaninの 単独,併用投与による焼虫の駆除成績に
ついて.高橋克己 0灘波豊愛・阿部輝明 :公象衛生 25(3),179-182,1961。

13)焼虫症に関する研究,第 5報 燒虫症の自覚症状調査について。高橋克己 。灘波豊愛・阿部輝明:
公象衛生 25(4),241-248,1961。
14)陸水及び食品の放射能調査.森本昌宏・森  彬 :福岡県衛生研究所報 8,67-69,1961.
15)Do Do V.P.散布による毒性調査について.大田 寿 :福岡県衛生研究所報  8,69_70,1961.
16)清涼飲料水中の銅量の調査について。大田 寿 :福岡県衛生研究所報  8,71-72,1961.
17)遠賀川水質汚濁調査について。脇元作郎・小串寿明 :福岡県衛生研究所報  8,70_74,1961.
18)合成甘味料製剤中のサッカリン 0ズルチン 0サ イクラミン酸ナ トリウムの定量について。中村幸男
:福岡県衛生研究所報  8,74_75,1961。
19)石炭ガスエ場排水による井水汚染.松本久男 :福岡県衛生研究所報  8,76-78,1961。
20)P― ローザニリン,ホルマリン法による大気中の亜硫酸ガス測定について.松本久男 :福岡県衛生
研究所報  8,78-81,1961.
21)Gibbs法 による水道水中のフェノールの測定について。 松本久男 :水道協会 雑誌 321, 62-66,

1961。 九州薬学会報 16,15-19,1961。

22)Oι―ピリジルオキシムによる水中溶存鉄の吸光度定量法。脇元作郎 :分析化学 10(9),968-971,
1961

23)EDTAの 比色定量法, CO(Ⅲ )―EDTA錯 塩による方法の検討 .脇 元作郎・秋 山 高 :分析化学
10(9),971_974, 1961。
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ジフテリアに関する諸問題

真 子 憲 治

日本伝染病学会第 7回西 日本地方会

特 別 講 演 要 旨

私共はジフテリア菌の検索ならびに予防に関する研究を続けているが,今回は疫学上の問題点,検査上
の諸問題について私共の実験や調査をおりまぜのべてみたいと思う.

1 疫学上の問題点について

ジの流行状況で一番目につくのは昭和20年以降患者発生数が年々顕著な減少を続け,昭和27年には十分
の一以下にまで低下した点である。その後もこのままの減少が続けられていたらまことに理想的な予防接

種の普及による効果といえただろうに,27年を境として再び上昇線をたどりこの数年間はその 2倍近くに

も達している。27年以降の再上昇については,集団免疫の低下,予防接種の効果の問題さらには最近特に

分離ひん度の高いといわれる Gravis型菌の流行の疫学上に占める意義などが原因として説明されている

が,私共の手近かなところにおいてもこのような現象が考えられるだろうか。

1・ 1 保菌者検索について

私共は昭和33年初冬に 3小学校の保菌者検索をおこない,総員2,556名より41株 (保菌率1.8%)の ジ菌

を分離した。保菌率からみるとS校が1.6%,T校は1.3%,K校のみは3.0%を 示した。 K校は集団発生

直後の検索成績によるもので,正常な状態での保菌率とはいい難い。園田ら (昭和33年)は東海 3県下の

乳幼学童3,110名について菌検索をおこない,流行の幾分高い地域からは1.4%, 低い地域からは1.0%に

平均 1・ 1%の保菌者を見出しているし,宍戸ら (昭32年)は平均保菌率1.6%であったと.

これらの保菌率は戦前の学童の保菌率 5～13%か らみるとかなり低いもので,菌の浸染の度合の低下を

示している。

次に分離株の菌型をみると, 有毒株では,Gttυ′s19,L″η2″′郷 2,無毒株では Gπυ′s18,′И′ιお

6,L″′ηι′′第 3株で Gπυas株が全体の77%を占めひん度の高いことがうなずかれる。

1・ 2 予防接種状況の実態と思者発生
ジに対する予防接種は予防接種法に基づいて昭和23年から大衆接種が開始された。そして昭和34年 4月

にはその一部が改正された。要点は,生後 6～ 12ヵ 月の間におこなうこととされていた第 1期の接種時期
を生後 3～ 6カ 月に早め, しかもその12～ 18ヵ月以後に新たに追加免疫を (第 2期)お こなうようになっ

たことで,従来 (旧法)よ り1期だけ接種が多くなったわけである.こ の接種法に従ってどのように予防

接種が実施されているのであろうか。

県の統計によると昭和34,35年の接種率は第 1期は63～66%,第 2期は48～68%,第 3期は70～74%,

第 4期は91～93%と なっている。しかし,第 1期接種は不完全接種者も含まれているから,実際にははる

かにこれを下まわるものと推定される。

次に私共は昭和34,35年にジの流行をみた小学校児童について予防接種状況の実態をしらべた。 しか

し,接種率を正確に把握することはすこぶる困難であった。というのは,予防接種の個人台帳が整備され
ていないところが多いからである。第 1期接種 (改正前)の接種状況は 5小学校総員 3,993名中完了した

もの2,488名 (約62%),未接種者1,156名 (29%)でぁった。 第 2期接種後 (改正前)の状況では第 1期

および第 2期 とも完了したもの2,112名 (52%),ぃずれか一方を欠いた不完全接種者1,631名 (40%),未

接種者が304名 (7.5%)でぁった.こ れからみると,全体としての接種率はまだまだ低調である。
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次に昭和35年から36年 3月 までにジに罹患して伝染病院 (福岡市荒津病院,小倉戸畑両市共立病院)に

入院した患者148名について予防接種と発病の関係をしらべた.こ の調査に当って最も苦心した点は予防
接種を受けた事実の裏付けにあったが,幸いにこの調査に協力してもらったものの中の確実と思われるも

ののみを集計してみた.

定期の接種を完了し, しかもその接種年月日の明瞭なもの13例中 1年以内に罹患したもの 5例 (3カ 月

2例, 8カ 月,10カ 月,12ヵ 月各 1例), 2年以内 3例, 5年以内 2例 , 5～ 7年 3例であった.接種し

た月日は明瞭であるが,未完了のため罹患したもの 7例あったがこれは完了していないからやむをえない

であろう.第 1期,すなわち,基礎免疫を完了していてなお 1年以内に罹患者の多数あった事実は注目に

値することである。

私共は34,35年にジの流行をみた幼稚園,小学校などで「臨時接種を全員におこなったところ接種後も

ぼつりぽつり患者が出たが予防接種の効力はいつから出るだろうか」という質問をうけた.そ こで,臨時

接種をうけてから発病までの月数,発病以前の定期接種の有無と,そ の定期接種から今回発病までの期間
を検討してみた.それによるとA小学校においては15名 (5年 6名 , 4年 4名 , 3年 2年各 1名 , 1年 1

名)が臨時接種後 (4年以下 0。 5ml, 5年以上 0。 lml)9日 から150日 の間に罹患した。このうち3名は

第 1期第 2期 ともに接種を完了していたが,他の12名は不完全 8名,未接種 1名 ,不明 3名であった.B
幼稚園では臨時接種 (0。 5ml)後 13日 から51日 の内に6名が罹患し, うち5名は4年前に第 1期接種を完

了していたeC小学校では12名 (6年 3名, 5年 1名, 4年 4名 , 3年 3名 , 2年 1名)が臨時接種 (4
年以上 0。 lml, 3年以下 0.5ml)後 20日 から51日 の間に発病した.12名中第 1,第 2期接種完了者 6名 ,
不完全 4名 ,未接種者 4名であった.そ して接種完了後 1年半で罹患した 1例を除けば,他はいずれも2

年以上を経過していた.

上にのべた2, 3の例からみると,接種を完了していて 1年以内に罹患した例もあるが, 2年以上を経

過したものに多かった.特に注目したいことはすでに定期の接種を完了している者が 2～ 4年後更に臨時

接種をうけてなお罹患例の割合に多かった点である.ト キソイド接種後の免疫効果は 2年位経過すると著

明に低まるといわれている。効果がそれほど長く続かないことは上述の例からも伺われる。したがって33

年4月 に改正された予防接種法においても,第 2期から第 3期まで,第 3期から第 4期までそれぞれ 3な

いし4年間という間隔のあることは免疫の低下も当然考えられるので,その間に適当な措置を構ずるよう

考慮の必要があろうと思う.

ジ患者の年令分布を年次的にみるとしだいに比較的高年令層に移りつつあることがいわれている。たと

えば,全国の場合昭和27年と30年との年令別罹患率を比較すると,昭和27年では 1～ 2才に最も多く患者
が発生しているが,昭和30年では 5才前後に,33年には 5～ 7才に多発している.福岡市における年令別

罹患率をみると昭和30年では4～ 7才,33年では 5～ 7才,35年では8～ 11才 となって,や はり比較的高

年令層に移りつつあることが伺えた。

103 ジ予防剤の進歩とその効果について

ジ予防剤は最初の発見から約50年の間に幾多の変せんを経て進歩してきた.歴史的にみるとおよそ三つ

に大別することができよう。すなわち,(a)ジ毒素抗毒素混合を主としたもの,(b)ジ・ トキソイドを
主体とするもの,(C)ジ 0ト キソイドヘの添加あるいは混合を主としたものなどである.それらの進歩
の過程についてはここには省略するとして, 明ばん または燐酸アルミニウムに吸着された沈降 トキソイ

ド,百 日咳,ジ混合ワクチン,さ らにこれらに破傷風 トキソイドを混合した3種混合ワクチンなどは諸外

国ではすでに実用化されている現状である.こ とに最近では, ジフテリア,百日咳,破傷風,ポ リオの4

種混合ワクチンの効果もあげられている.こ れらは,今後, さらに改良普及されるものと思う.現在わが

国では単味ジ 0ト キソイドあるいはジ・ トキソイド,百日咳混合ワクチンがもっばら使用されているが,

接種回数と副作用を少なくして接種率を高め, しかもその効果が長く期待できる優秀な沈降あるいは混合

ワクチンの一日も早く実用化されることを切望したい.

ジ予防接種の有効なことは世界各国の数十年にわたる経験によってもはや疑う余地はなく,大衆に施行
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して一国または一都市においてジを減少せじめた顕著な例は少なくない.た とえば,イ ングランド・ ウェ
ールズにおいては1941年から1951年の終わりまでに1,000万人の児童が免疫をうけ, 当時 5万からの患者
が出ていたものが1954年には167名 までに減少 している.

ニューヨーク市では1920年以前には年間の罹患14,000名, 死亡1,200名 でぁったが1952年にはただの15

例の患者と死亡 1例があったのみである.ドイツ連邦においては完全な接種の実施は1946年以後のことで

あるが,当時142,000名からの患者発生にくらべ1954年には11,400名に減 じている.ト ロント市では1920
年には2,256例 の患者と224例の死亡のあったものが1950年には患者 2名で死亡は皆無である。ひるがえっ

てわが国の現状は最初にのべたように成果をあげているとはいい難い。

2 検査上の諸問題について

この 3月予研血清部からジ菌検査用培地についての説明が出された.それにはジ菌検索の低調なことが

あげられ,そ の理由として,検査術式の体系化の不十分なこと,培地製法がめんどうなこと, さらに他の

菌にくらべてなじみがうすいことなどがあげられている。とにかく,第 1線にあって検査に当たる者が望

むことは簡便な分離用培地と簡単な方法で分離同定や病原性の判定ができることである.

2ol ジ菌の分離用培地について

ジ菌の分離用培地としてはすでに多くの研究者によってそれぞれ特色のある工夫がこらされている.特

に最近はハー トインフュージョンがジ菌の発育に良好な関係からこれを主成分とした培地が多 くみ られ

る.しかし,ま だ決定的なものとして推賞するに足るものはないようである。

私共は (a)POpeの寒天加培地 (Na2HP° 41° °g,KH2P° 41・ °g,MgS04°・2g, 酢酸ナ トリウム
5。 Og,CaC12°°lg'プ ロテア~ゼペプ トン20。 Og,寒天 15。 Og,精製水 1,000ml pH 7.8).(b)牛顎
下腺ムチン培地 (牛顎下腺抽出液 400ml,プ ロテァーゼペプ トン10。 Og, ピロニン (600× )10。 Oml.2,4

-“―ジエ トロフェノール (1.0%)20。 ml,寒天 15.Og,精製水 600ml pH7。 6)。 (c)Popeの寒天加培
地に全卵を等量加えた培地.((a)の 培地 1:全卵 1)。 を試作 して検討 した。室内保存のジ菌株を使用
した場合はいずれも良好な発育を示すが,実地の保菌者検索においては,テ ルル酸カリを含まないため雑

菌の抑制がない.ム チン培地では雑菌の抑制は強いが集落の着色が不十分であるなどの欠点がみられ,荒

川培地にややおとっていた.

202 ジ菌の凝集反応について

ジ菌の血清学的診断の基礎となる抗原構造の研究は今日な分十おおこなわれていない。この方面の研究

がこのようにおくれている大きな原因はジ菌が強い自然凝集を起すからである。

自然凝集の問題が解決されるならば今後この方面の研究はさらにめざましい発展がみられるであろう.

自然凝集をさけるために食塩の濃度を加えたり, あるいは培地に Tween 80を加えるなど色々考案さ
れ,安定な菌液をうることにある程度成功がみられている.私共は肉汁培養法,あ るいは菌磨砕法をおこ

なって自然凝集が阻止されかなり安定した菌液をうことができた.方法は次のとおりである。 (a)肉汁
培養法,肉汁培地にジ菌をうえ 370C24時間おいてもし均一な混濁液がえられない場合には,よ く振とう
してさらに24時間培養する.均一混濁した菌液を遠心して沈査を同一肉汁ブイヨンに菌浮遊液とする。
(b)菌磨砕法,POpeの 寒天加培地に 370C18時間培養した菌をかき取りほう酸緩衝液に浮遊 させ,
-20° Cに 1夜放置して凍結させる。取り出して融解後遠沈してえた汚査に約 2～ 3倍量のパイレックス

ガラス粉をまぜ,30～ 60分乳ばちで磨砕する.ほ う酸緩衝液を加え混和して 2～ 5° C氷室に 1夜おきその

上清を抗原として使用する.ス ライド凝集反応には遠沈してその沈査を使用する.

203 毒素原性試験について

ジ菌の毒素原性をしらべるためには動物試験法あるいは寒天内沈降反応法が用いられる.私共は寒天内

沸降反応法により保存菌株を使用して,POpeの 寒天加培地と Elek基礎寒天培地 (除鉄したもの)と を

比較してみた.それによると POpeの寒天加培地の方が線ややじり型などの出現が早く, 明瞭で後者よ

り良好であった。



―-76-一

204 ジ菌の染色について

異染小体の染色はジ菌同定の場合に欠 くことのできない検査手技である.そ のためこの染色には種々の

方法がこれまで考案発表されてはいるが,そ の方法の優劣は直ちにつけにくい.異染小体はある種の塩基

性色素を酸性溶液として作用させると,特異的に結合して濃染する。しかし,菌体はよく染まらないから

対比後染色をおこなうと両者は分別染色が可能である.し たがって同時染色は異染小体染色用色素の溶媒

となる酸性溶液中で菌体を分別染色する色素を見出せば可能となるわけである.私共はこのような考えか

ら種々の色素を検討 した結果, メチルビオレットとサフラエンの組み合わせで染色できることを知った。

すなわち, メチルビオレットの 1%水溶液 16.Oml,15%氷 酢酸水溶液 85.Oml,サ フラエン0.3gを

混合,溶解後に口過する。 (密栓すれば長期保存可能)
ジ菌の塗抹乾燥固定標本に約 1分間作用させて水洗乾燥後鏡検する.異染小体はやや膨大 した形で濃紫
に,菌体は淡紅色に染まる.こ の染色は同時染色のため,染色手技の巧拙は影響せず,多少の染色時間の

遅速も染色効果に大差を与えない, 集団検査などのごとく, 多くの標本を染色処理するのに能率的であ
る.

む  す  び

病気に古い,新 しいということはないだろう。しかし, ジなどはすでに過去の病気のように思われ,ポ

リオなどのウイルス性疾患が今日新 しい病気のように考えられがちである.そ してそれなりに世間でさわ

がれている。古いものは古いものなりに,新 しいものは新 しいものなりに解決を要する色々の問題点があ
る.

ジフテリアは今日なお赤痢につぐ伝染病として多発 している.急 速に撲滅をはからなければならない
が,上述のごとく,疫学上にも検査上にも種々問題点が残ってそのあい路となっている。この両者がとも
どもに解決されるとき,ジ の撲滅もやがて実現され,同時にジ菌の細菌学的発展もさらに期待できるであ

ろう.

欄筆するにのぞみ本講演の機会を与えてくださった会長占部教授と座長六反田教授に敬意を表 し,本調
査研究に御協力御援助を賜わった福岡県衛生部環境衛生課,福岡市荒津病院,小倉戸畑両市共立病院,福
岡,博多,小倉,甘木,三井,三瀦,山門の各保健所, ならびに福岡県衛生研究所坂本課長, 武原研究
員,常盤技師に謝意を表 します。
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附 :所 内 人 事 異 動 (昭和36年 1月～12月 )

職    名 氏 名   (所 属 課 名) 日  付 入退所の事由

(化 学 試 験 課 )

(細

(

(庶

(庶

筑紫保養院に転任

福岡女子大学に転任

新規任用

福岡学園に転任

筑紫保養院より転任

36. 4. 1

36. 6.10

36. 8.17

36. 8.21

36。 12. 5
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菌

〃
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〃

技

用

長

長

課
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務
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庶

職 員 名 簿 (昭和36年 12月 31日現在)

所属課名   職 名 氏    名
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己

生

悟

穂
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元

本

本

手

串

高
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28.11. 1

31. 1. 1
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〃
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〃
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〃
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〃
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